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四
四

論
文

、

江
戸
時
代

雅
楽

流
派

実
態

、「

楽
家」

系
統

実
際

楽
譜（

仮
名
譜）

唱
歌

分
析

考
察

。

周
知

通
、

雅
楽

伝
承
、

京
都、

南
都、

天
王
寺

三
方

楽
人

伝
承

。

、

楽
人

三
方

独
立

活
動

、

特
、

中
世
末、

正
親
町
天
皇、

後
陽
成
天
皇

時
代
、

京
都

楽
壇

立

直

、

南
都

加

天
王
寺

楽
人

京
都

召
喚

後
、

京
都

三
方
楽
人

共
同
演
奏

行

普
通

。

、

南
都
方、

天
王
寺
方

楽
家

中

、

在
京

在
南
・
在
天

区
別

生

。

、

三
方

家

越

養
子
縁
組

活
発

行

、

伝
承

流

複
雑

。

状
況
下、

一
体、「

家」

音
楽
伝
承

程
度
強
固

保

。

本
稿
、

実
際

音
楽
伝
承

系
統

明

、

江
戸
時
代

編

龍
笛

篳
篥

仮
名
譜

唱
歌

注
目
、

分
析

。

唱
歌

音
楽

言
葉

音
節

置

換

一
種

「
言
語
的
表
象」

、

音
高

点

実
際

演
奏

旋
律

微
妙

異

。

、

実
際

演
奏
、

合
奏

場

、

常

他
家

何

妥
協

含

実
践

対
、

唱
歌

師

弟
子
間

親
密

閉

空
間

伝
達

表
象

。

、

唱
歌

「

言

語
化」

「

家」

流
儀

強

表

。

本
論

前
提

立
、

唱
歌

比
較
分
析

。

寺

内

直

子

は
じ
め
に

こ
の

は

の

の

の

を

の

と

の

の

の

か
ら

す

る
も
の
で
あ
る

の

り

の

は

の

の

に
よ
っ
て

さ
れ
て
き
た

し
か
し

た
ち
は

で

し
て

し
て
き
た
わ
け
で
は
な
く

に

の

に

の

を

て

す
た
め
に

に

え

の

も

に

さ
れ
た

は

で

が

を

う
こ
と

が

と
な
っ
た

こ
の
こ
と
に
よ
り

の

の

に

と

の

が

ま
れ
た

さ
ら

に

や

を

え
た

み
も

に

わ
れ

の

れ
を

に
し
て
い
る

こ
の
よ
う
な

の

は
ど
の

に

た
れ
た
の
か

は

の

の

を

ら
か
に
す
る
た
め
に

に

ま
れ
た

と

の

の

に

し

す
る

は

を

の

に

き

え
た

の

で

な
ど
の

で

に

さ
れ
る

と

に

な
る
こ
と
が
あ
る

し
か
し

の

は

の

に
お
け
る

に

と
の

ら
か
の

を

む

で

あ
る
の
に

し

は

と

の
き
わ
め
て

で

じ
た

で

さ
れ
る

で
あ
る

よ
っ
て

と
い
う

に
こ
そ
む
し
ろ

の

が

く

れ
る
の
で
は
な
い
か

で
は
こ
の

に

ち

を

し
た

一

江
戸
時
代

「

楽
家」

音
楽
伝
承

の

と

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

～

龍
笛

篳
篥

唱
歌

中
心

～

と

の

を

に



四
五

現
在

「

明
治
撰
定
譜」

龍
笛
唱
歌
、

母
音

点

段

音

含

。

逆
、

篳
篥
譜

、

、

段
音

用

。

、

現
在

篳
篥
譜

龍
笛
譜

差
異

段
音

有
無

感
覚
的

識
別

多
。

江
戸
時
代

唱
歌

龍
笛、

篳
篥

多
様
、

篳
篥
唱
歌

中

段

音

用

、

今
日

龍
笛
唱
歌

似

音

節
体
系

、

逆
、

龍
笛
譜

中
、

段

用

今
日

篳
篥
唱
歌

似

音
節
体
系

持

確
認

。

本
論
、

唱
歌

音
節（

母
音、

子
音）

特
徴
、

産

字、

延
引

表
記

点

、

多
様

唱
歌
譜（

仮

名
譜）
系
統

整
理
、

可
能

限
、

楽
家

系
統

属

同
定

。

本
稿

、

最
後
、

異

二

唱
歌
体
系（

片
方

消
去）

記

、

幕
末

在
京
・
天
王
寺
方、

東
儀
文
均

篳
篥
譜（

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵）

取

上

、

天
王
寺

「

家」

実
際

活
動

場（

在
京

楽
壇）

、

養
子
縁
組

伝
承

交
差

観
点

「

複
数

音
楽
的

」

問
題

考

。

実
際

楽
譜

音
節

分
析

前
、

唱
歌

言
及

楽
書

記
述

見

。

『

楽
家
録』

、

江
戸
初
期、

一
六
九
○
年
、

京
都
方

篳
篥
奏
者、

安
倍
季
尚（

一
六
二
二～

一
七
○
八）

撰
述

大
部

楽
書

。『

教
訓
抄』『

體
源
抄』

三
大
楽
書

名
高

。

、

巻
第
十
二

横
笛

解
説

当

。

巻
第
十
二

第
十
六
項
目
、

以
下

様

笛

唱
歌

関

解
説

。

の

の

は

の

で
エ

の

を

ま
な
い

に

は
テ

レ

ヘ
な
ど
の
エ

を
よ
く

い
る

こ
の
こ
と
に
よ
り

で
は

と

の

を
エ

の

で

に

す
る
こ
と
が

い

し
か
し

の

は

と
も

で

の

に
エ

の

を

い
ず

の

と
よ
く

た

の
も
の
が

に

の

に

エ

を

い
る

の

と
よ
く

た

を

つ
も
の
が
あ
る
こ
と
が

で
き
る

は

の

の

と

み

な
ど
の

の

か
ら

な

を
い
く
つ
か
の

に

し

な

り

ど
の

の

に

す
る
の
か
を

す
る

で
は

に

な
る

つ
の

は
ミ
セ
ケ
チ
で

が

さ
れ
て
い
る

の

の

を

り

げ

と
い
う

と

の

の

の

に
よ
る

の

な
ど
の

か
ら

の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の

を

え
る

の

の

を

す
る

に

に

し
た

の

を

て
お
こ
う

は

に

の

に
よ
っ
て

さ

れ
た

の

で
あ
る

と
な
ら
ぶ

と
し
て

い

こ
の
う
ち

が

の

に

て
ら
れ
て
い
る

の

に

の

に

の

に

す
る

が
あ
る

一

龍
笛

唱
歌

一
・
一

楽
書

見

龍
笛
唱
歌

（

一）『

楽
家
録』

の

に

え
る

二



四
六

第
十
六

笛
唱
哥
之
法

按、

笛
之
唱
哥、

依
師
説、

雖
其
詞
異、

大
抵
唱
出
之
詞、

多
乳
津
傅
止、

唱
出
一
句
内
唱
替
詞、

羅
利
留
禮
呂、

打
詞、

波
非
不

邊
保、

無
此
五
音
之
外。

惟、

所
為
要、

唱
哥
之
聲、

以
叶
于
律、

為
佳
也。

【

現
代
語
訳】（
引
用
者

）

按

、

笛

唱
哥

師
説

異

、

大
抵

「

唱
出」（

頭

）

「

多、

乳、

津、

傅、

止」

。「

唱
出」

一
句

「

唱
替」

（

替

）

場
合

「

羅、

利、

留、

、

呂」

、「

打」（
押

指
孔

一

下

指
孔

技
法）

「

波、

非、

不、

邊、

保」

。

五
音
以
外

無
。

惟

、

肝
要

（

旋
律

歌

）

実
際

唱
歌
、

律

合

佳

。

記
述

重
要

、

始

音
節

行

、

替

場
合

行

、

、

「

打」

技
法

行

音

当

点

。

原
則

、

現
在

龍
笛
唱
歌（「

明
治
撰
定
譜」）

当

。

説
明

後、『

楽
家
録』

左

例

載

。

多

多

乳

乳

止

乳

止

〒

五

⊥

夕

中

六

丁

唱
出
詞
也

止

多

多

止
利 に

よ
る

ず
る
に

の

は

に
よ
っ
て
こ
と
ば
が

な
る
が

の

フ
レ

ズ
の

の
こ
と
か

の
こ
と
ば
は

の
ど
れ
か
で
あ
る

の

の
う
ち
で

る

こ
と
ば
を

え
る

は

さ
え
て
い
る

の

つ

の

を
た
た
く

の
こ
と
ば
は

で
あ
る

こ
の

は

い

う
に

な
こ
と
は

を
つ
け
て

わ
れ
る

の

で

に

っ
て
い
る

も
の
を

し
と
す
る

こ
の

で

な
の
は

フ
レ

ズ
の

め
の

は
タ

の
ど
れ
か
で
あ
り

こ
と
ば
を

え
る

は
ラ

の
ど
れ
か

ま
た

に
は
ハ

の

を

て
る
と
す
る

で
あ
る

こ
の

は

の

に
も
ほ
ぼ

て

は
ま
る

こ
の

の

は

の
よ
う
な

を

せ
る

ー

ー
三



四
七

羅

羅

羅

羅

呂

呂

留

〒

五

⊥

夕

中

六

丁

唱
出
一
句
唱
替
之
詞
也

多
波

波
乳
非

乳
非

止
保

乳
非

〒

五
⊥

夕

中

六

打
詞
也

保

波

保

、

唱
歌

音
節

指
孔

対
応

示

考

、

指
孔

作

出

音
高

加
味

、

表
一

。『

楽
家
録』

、

実
際

楽
曲

取

出

短

実
例

五
十
例
近

掲
載

、

重
要

、「

多、

乳、

津、

傅、

止」「

羅、

利、

留、

禮、

呂」「
波、

非、

不、

邊、

保」

音

用

、

実
際

楽
曲

、「

多、

乳、

津、

止」「

羅、

利、

留、

呂」「

波、

非、

不、

保」

、

「
」

段

音

用

。

、

龍
笛

項
目

明
言

、

後
述

、

篳
篥

項
目

中

「

傅、

禮、

邊」

用

言
及

。

、

京
都
方

笛

唱
歌

、「
」

段
音

用

原

則

確
認

。

表一 『楽家録』 龍笛唱歌の

こ
れ
は

の

と

と
の
お
お
よ
そ
の

を

し
た
も
の
と

え
ら
れ

が

り

す

を

す
る
と

の
よ
う
に
な
る

は

さ
ら
に

の

か
ら

り

し
た

い
フ
レ

ズ
の

を

く

し
て
い
る
が

こ
こ
で

な
こ
と
は

の

を

い
る
と
し
な
が

ら

の

で
は

す
な
わ

ち

エ

の

を

い
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る

こ
の
こ
と
に
つ
い
て

の

で
は

し

て
い
な
い
が

す
る
よ
う
に

の

の

で

を

い
な
い
こ
と
に

し
て
い
る

こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず

の

の

で
は

エ

を

い
な
い
と
い
う

を

し
て
お
く

ー

四
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八

『
龍
笛
案
譜
之
記』

、

安
倍
季
尚

同
時
代

音
楽
家
・
東
儀
兼
頼

撰
述

、

龍
笛

関

楽
書

。

拙
稿

紹
介

（

寺
内

二
○
○
四、

二
○
一
○
ｂ）

、

東
儀
兼
頼（

一
六
三
二～

一
七
一
二）

京
都
在
住

天
王
寺

方

笛
奏
者

。

中
世
末

衰
退

京
都
方

楽
壇

立

直

正
親
町
天
皇

時

京
都

召

東
儀
兼
行

（

改
安
倍
季
兼）
弟
・
東
儀
兼
延

子

。

平
出
久
雄

、

兼
頼

天
王
寺
楽
人

岡
昌
秀（

一
六
○
八～

一
六
五
○）

昌
重

笛

習

、

笛
音
優
美

当
代

名
手

（

平
出

一
九
五
七

一
九
八
九）

。

同

笛

解
説

書

『

龍
笛
吹
艶
之
事』（

一
六
八
六～

一
七
一
○
頃

成
立

）

、

笛
譜『

龍
笛
仮
名
譜』（

宮
内
庁
書
陵
部
蔵、

伏
八
○
九、

一
六
八
○
年
成
立、

後
述）
撰
者

。

『

龍
笛
案
譜
之
記』

、

今

知

史
料

、

詳

文
献
的
説
明

。

写
本

多

見
当

、

管
見

東
京
藝
術
大
学
図
書
館
蔵
本

一
般

利
用

唯
一

。

次

二

奥
書

有

。

奥
書

①

右
可
為
子
孫
者
披
見
而
能
考
之
可
有
錬

磨
為
其
作
之
置
也
而
為
龍
笛
案
譜

之
記

元
禄
十
四
辛
巳
暦
神
無
月
中
旬

正
四

位
下
行
越
前
守
太
秦
兼
頼

【

書

下

】（

引
用
者

）

右、

子
孫

者

披
見

。

而

、

之

考
、

錬
磨
有

。

為

作

置

。

而

、

龍
笛
案
譜
之
記

。

（

二）『

龍
笛
案
譜
之
記』は

と
ほ
ぼ

の

に
よ
っ
て

さ
れ
た

に

す
る

で
あ
る

す
で
に

で

し
た
が

は

の

の

で
あ
る

に

し
た

の

を

て

す
た
め
に

の

に

に

さ
れ
た

の

の

に
あ
た
る

に
よ
れ
ば

は

の

ま
た
は

か
ら

を

い

で

の

と
さ
れ
た
と
い
う

じ
く

の

で
あ
る

の

か

や

の

で
も
あ
る

は

ま
で
あ
ま
り

ら
れ
て
い
な
い

な
の
で

す
こ
し

し
く

を
し
て
お
く

は

く
は

た
ら
ず

に
よ
れ
ば

が

に

で
き
る
ほ
と
ん
ど

の
も
の
で
あ
る

の
よ

う
に

つ
の

を

す
る

き

し

に
よ
る

の

の

と
な
す
べ
し

し
て

よ
く

を

え

る
べ
し

そ
の

に
こ
れ
を

り

く
な
り

し
て

と
す

／

／

／

／

／

五



四
九

②

右
作
置
候
得
共
老
筆
悪
鋪
成
不
致
書
写
有

之
予
乍
麁
筆
書
之

享
保
十
九
年
甲
寅
八
月
上
旬

正
五
位
下
右
近
将
監
太
秦
兼
高

【
書

下

】（

引
用
者

）
右、

作

置

候

、

老
筆
悪

、

書
写
致

。

予、

麁
筆（

）

書
。

奥
書
①

子
孫

著
、「

龍
笛
案
譜
之
記」

名
付

、

著
者

識
語

。

成
立
年
代

元
禄
一
四

（

一
七
○
一）

年
一
○
月
中
旬

。

②

兼
頼

孫
・
兼
高（

一
七
○
一～

一
七
七
七）

奥
書
、

享
保
一
九（

一
七
三
四）

年

。

、

当
時
兼
高

三
三
歳

、「

老
筆
悪

」

記
述

符
合

。

兼
頼

以
前

書

置
、

老
筆
悪

、

書
写

放

、

孫

兼
高

兼
頼

死

二
年
後、

書
写

解
釈

。
内
容

次

通
、

笛

故
実、

構
造、

材
質、

音
律、

楽
譜
等

関

解
説

。

目
録

（

実
際

内
容）

笛
之
図
之
事

笛
図
之
事

龍
笛
出
生
之
事

龍
笛
出
生
之
事

七
穴
九
調
子
事

七
穴
之
事

九
調
子
之
事

音
之
事

音
之
事（

伊
豆
守
岡
昌
倫

説

）

／

／

／

き

し

に
よ
る

り

き

え
ど
も

し
く
な
り

さ
ず
こ
れ
あ
り

そ
ひ
つ

な
が
ら
こ
れ
を

く

は

の
た
め
に
こ
れ
を

し

と

け
た

と
い
う

の

で
あ
る

が

と
わ
か
る

は

の

に
よ
る

で

の
も
の
で
あ
る

た
だ
し

は
ま
だ

で

し
く
な
り

と
い
う

と

し
な
い

が

か

ら

き

き

し
く
な
り

も
せ
ず

っ
て
お
い
た
も
の
を

の

が

の

の

し
た
と

で

き
よ
う

は

の

り

の

に

す
る

で
あ
る

の

な
し

ロ

ロ

の

あ
り



五
〇

安
譜
之
事

安
譜
之
事

（

唱
歌

音
節

指
孔

対
応）

譜

小
書

（

天
王
寺
流、

奈
良
流）

手
移
息
艶
之
事

手
移
息
艶
之
事

吹
形
之
事

吹
形
之
事

蝉
作
事

笛

蝉

作

事

笛
之
竹
之
事

笛
竹
之
事

笛
紙
包
事

笛
紙

包
事

新
笛
試
事

笛

吹
事

五
音
吟
様
之
事

五
音
吟
様
之
事

十
二
調
子
事

（「

五
音」

後
半

「

雨
乞
楽」「

新
家
之
嘉
祝
楽」「

送
臣
有
時」「

横
笛
秘
曲」「

狛

笛
之
秘」「

舞
楽
音
取」

含

）

「

安
譜
之
事」

中
、

次

笛

指
孔

唱
歌

対
応

示

解
説

。

安
譜
之
事

壱
越
調
六

云
字

の

と

の

な
し

ニ

ア
ル
コ
ト
ハ

ニ

ヲ

ル

ニ
ア
タ
ラ
シ
キ
ヲ

な
し

の

に

な
ど
を

む

こ
の
う
ち

の

に

の
よ
う
な

の

と

の

を

す

が
あ
る

ト

ハ

ト
ウ

チ
イ

タ
ア

ロ
ウ

リ
イ

ル
ウ

ヒ

カ
ナ



五
一

平
調

〒

云
字

双
調

夕

云
字

鳬
鐘
調

塩
梅
黄
鐘
乙
音
也

盤
渉
調

中

云
字

下
無
調

五

云
字

上
無
調

丁

云
字

乙
也

字

神
仙
調

塩
梅
丁

甲
也

、

前
掲

『

楽
家
録』
唱
歌

説
明

同
様、

唱
歌

音
節

指
孔（

音
高、

音
域）

対
応

意
識

整
理
法

。

音
高
順

表
二

。

注
目

、

双
調（
Ｇ）
、

鳬
鐘（

）

、

黄
鐘（

Ａ）

付
近

音
域

、「
」「

」

、

段
音

使
用

唱
歌

見

。

拙
稿

指
摘

、

兼
頼

著

『

龍
笛
仮
名
譜』（

伏
八
○
九）

段
音

含

唱
歌

散
見

（

寺
内

二
〇
一
〇
ｂ）

。

五（

Ｆ）

中（

Ｂ）

至

指
孔（

音
域）

範
囲

段

唱
歌

見

、

楽
曲

調
子

異

音
階
音（

宮、

商、

角、

徴、

羽）

段
音

現

（

後
述）

。

以
上

、

京
都
方

笛

唱
歌

段
音

用

、

天
王
寺
方

伝
承

用

確
認

。

表二 『龍笛案譜之記』 唱歌の

ト

ハ

ト
ウ

タ
ア

ラ
ア

リ

ロ

ツ

ト

ハ

タ
ア

テ
エ

ラ

ロ

ロ
チ

リ

レ
エ

ヤ

チ
イ
ル

ラ
ア
ル

レ
エ
ル

テ
エ
ル

ル
イ

ト

ハ

チ
イ

タ
ア

ト
ウ

リ

ハ
ヘ

ヤ

ラ

ト

ハ

タ
ア

ラ

リ

フ
ロ

ト

ハ

ハ

ト
ウ

ロ

ウ

ル

ヲ

ノ

チ
イ
リ
イ
ヤ

ト
ウ

ホ

リ
ヤ

こ
こ
で
も

の

の

の

と

の

と

の

を

し
た

に
な
っ
て
い
る

こ
れ
を

に
ま
と
め
る
と

と
な
る

こ
こ
で

す
べ
き
は

の

で

テ
エ
ル

レ
エ

な
ど

エ

を

す
る

が

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る

す

で
に

で

し
た
が

の

し
た

に
は
エ

を

む

が

さ
れ
る

お
よ
そ

か
ら

に

る

の

に
エ

の

が

ら
れ
る
が

の

に
よ
っ
て

な
る

に
エ

が

れ
る
こ
と
に
な
る

か
ら

の

の

は
エ

を

い
ず

の

で
は

い
て

い
た
こ
と
が

で
き
る

カ
ナ

G#



五
二

次
、

実
際

龍
笛
譜

唱
歌

検
証

。

龍
笛、

篳
篥

譜
、

一
七
世
紀
以
前

指
孔
記
号

記

「

本

譜」
中
心

、

一
七
世
紀
以
降

唱
歌

仮
名

記

「

仮
名
譜」

増

。

、

旋
律

細

動

唱
歌

音
節

表

。

、

唱
歌

音
節
自
体

個
別

音
高

対
応

、

指
孔
記
号

添
付

限
、

音
高

上
下

読

取

。

唱
歌
、

母
音
・
子
音

選
抜、

産

字（

長
音）

表
記
等

点
、

系
統

分
別

。

龍
笛

仮
名
譜

管
見

閲
覧
可
能

数
十
点
知

、

、

来
歴

信
用
性

記
譜
法

体
系
性

点

重

要

考

次

六
点

龍
笛
仮
名
譜

比
較

示
。

五
点

拙
稿

扱

、

詳

文
献
学
的
考
察

参
照

（

寺
内

二
○
○
四、

二
○
一
○
ｂ）

。

（

一）『

六
調
子
曲
譜

和
琴』（

伏

九
○
○）（
貞
致
譜）

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵、

伏
見
宮
家
旧
蔵

一
冊

伏
見
宮
第
一
三
代
貞
致
親
王（

一
六
三
二～

一
六
九
四）

撰

伝
承

。

親
王

生
没
年

考
慮

、

一
七
世
紀
後
半

成
立

思

。

唐
楽

和
琴
譜

、

和
琴

譜
字

傍

龍
笛

唱
歌

記

。

壱
越
調
三
曲、

平
調
七
曲、

双

調
八
曲、

太
食
調
二
曲、

黄
鐘
調
七
曲、

盤
渉
調
七
曲

収

。

以
下、「

貞
致
譜」

呼
。

（

二）『

八
拾
八
曲
龍
笛
假
名
譜』（

八

六
〇

三
六）（

尊
常
譜）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

一
冊

巻
末

「

天
保
四
歳

尊
常」

奥
書

。

尊
常（

一
八
一
八～
一
八
三
六）

伏
見
宮
貞
敬
親
王
第
八
王
子
、

天
保

三
年

出
家、

一
乗
院
門
跡

。

貞
敬
親
王

室

、

後
出

『

六
調
子
曲
仮
名
譜（

新
浄
安
院
譜）』

名
前

新

一
・
二

実
際

龍
笛
譜

唱
歌～

三

系
統

の

に
お
け
る

つ
の

そ
れ
で
は

に

の

の

を

し
て
み
よ
う

の

は

は

を

す

が

で
あ
っ
た
が

は

の

を

す

が

え
る

そ
れ
に
よ
っ
て

の
よ
り

か
い

き
が

の

に
よ
っ
て

さ
れ
る
こ
と
に
な
る

た
だ
し

の

は

の

と

し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で

が

さ
れ
て
い
な
い

り

の

を

み

る
こ
と
は
で
き
な
い

は

の

み

の

の

で

い
く
つ
か
の

に

す
る
こ
と
が
で
き
る

の

は

に
よ
れ
ば

な
も
の
は

ら
れ
る
が

こ
こ
で
は

の

と

の

の

か
ら

と

え
ら
れ
る

の

の

の

を

す

そ
の
う
ち
の

に
つ
い
て
は
す
で
に

で

っ
た
こ
と
が
あ
る
の

で

し
い

は
そ
ち
ら
を

さ
れ
た
い

の

が
あ
る

の

を

す
る
と

の

と

わ
れ
る

の

だ
が

の

の

ら
に

の

を

し
て
い
る

を

め
る

と

ぶ

カ

に

と
い
う

が
あ
る

は

で

に

と
な
っ
た

の

は

の

で

が
あ
が
る

六

－

／

／



五
三

静
安
院
・
一
条
輝
子

。

資
料
、

天
保
四（

一
八
三
三）

年

成
立、

尊
常
筆

考

。

所
収
曲

表
三

通

。

唱
歌

仮
名

記

、

指
孔
記
号

。

小
拍

子

点

太
鼓

表

▲

記
号

。

以
下「

尊
常
譜」

呼

。

（

三）『

龍
笛
假
名
譜』（
伏

八
○
九）（

兼
頼
譜）

宮
内
庁
書
陵

部
所
蔵、

伏
見
宮
家
旧
蔵

一
冊

東
儀
兼
頼

、

延
宝
八（
一
六
八
○）

年

撰
述

。

以
下、「

兼
頼
譜」

略

。

所
収
曲

、

壱
越
調、

平
調、

盤
渉

調、

太
食
調

音
取
、

壱
越
調
八
曲、

平
調
一
二
曲、

盤
渉
調
六

曲、

太
食
調
五
曲、

高
麗
六
曲

。

双
調

黄
鐘
調

曲

含

、

代

高
麗
曲

収

点

特
徴
的

。

記

譜
法
、

唱
歌

仮
名
、

太
鼓（

拍
子）

小
拍
子

示

点

、

音
高

表

指
孔
記
号

記

。

表三 『八拾八曲龍笛假名譜』（尊常譜）所収曲一覧

で
あ
る

こ
の

は

の

と

え
ら
れ
る

は

の

り
で
あ

る

の

の
み

さ
れ
て
お
り

は
な
い

の

と

を

す

の

が
あ
る

と

ぶ

に
よ
っ
て

に

さ
れ
た

と

す

は

の

と

で
あ
る

と

の

を

ま
ず

わ
り
に

を

め
て
い
る

が

で
あ
る

は

の

と

と

を

す

の

み
で

を

す

は

さ
れ
て
い
な
い

七



五
四

（

四）「

狛
家

横
笛
譜
面」（

近
貞
譜）

専
修
大
学
附
属
図
書
館
蔵、

菊
亭
家
旧
蔵

菊
亭

今
出
川

称

、

藤
原
北
家

流
、

西
園
寺

分

家

。

琵
琶、

箏

伝
承

伝

堂

上

家
柄

。

文
書

多

、

現
在、

京
都
大
学
附
属
図
書
館

専
修
大
学
附
属
図
書
館

架
蔵

。

菊
亭
家

文
書

中

、

南
都
系

狛
氏

得

一
連

龍
笛

伝
授
譜

。

伝
授
譜

、

楽
曲

確

相
伝

証
拠
、

師

弟
子

与

当
該
楽
曲

譜
面

。

、

中

『

平
調
五
常
楽
急』

伝
授
譜

分
析
対
象

。

楽
譜

、「

仲
夏
下
浣

狛
近
貞（

花
押）」

年
記

。

狛
近
貞（

一
六
八
九～

一
七
一
二）

、

狛

氏
嫡
流
・
上
家

楽
人
、

中
世
末、

後
陽
成
天
皇

時

京
都

召

上
近
直

子
・
近
豊

流

。

在
京
南
都
方

。

近
貞
、

宝
永
四（
一
七
○
七）

年

大
量

壱
越
調
曲

盤
渉
調〈

萬
秋
楽〉

今
出
川
伊
季（

一
六
六
○～

一
七
○
九）

伝
授

、

年
記

、『
平
調
五
常
楽
急』

頃
同
様

伝
授

推
測

。

記
譜
法

、

中
央

唱
歌

大

記
、

左

指
孔
記
号、

右
側

拍
子、

小
拍
子

記
。

以
下、「

近
貞
譜」

呼
。

（

五）『

六
調
子
曲
仮
名
譜』（

伏

八
三
五）（

新
浄
安
院
譜）

宮
内
庁
書
陵
部
蔵、

伏
見
宮
家
旧
蔵

二
冊

史
料
、

二
冊

成

大
部

龍
笛
楽
譜
、

各
調
子

〈

音
取〉

含
、

上
巻

壱
越
調
二
二
曲、

平
調
二
四
曲、

双

調
一
六
曲、

下
巻

黄
鐘
調
一
五
曲、

盤
渉
調
一
四
曲、

太
食
調
一
五
曲

収

。

中
央

笛
唱
歌

仮
名、

左

笛

指
孔
記
号、

右

琵
琶
譜
字（

朱）

記
。

第
二
冊

末
尾

「

新
浄
安
院
御
者
御
所
持
之
御
譜
也

十
一
年
亥

残
冬
九
皐

了」

奥
書

有

。「

新
浄
安
院」

、

伏
見
宮
貞
敬
親
王（

一
七
七
六～

一
八
四
一）

室
・
一
条
輝
子（

？～

一
八
二
八）

。

新
浄
安
院

近
辺

侍
者

所
持

譜

。

一
八
世
紀
末

一
九
世
紀
前
半

成
立

龍
笛
譜

考

。

以
下「

新
浄
安
院
譜」

呼
。

は

と
も

す
る

の

れ

か
ら

か
れ
た

で
あ
る

な
ど
の

を

え
て
き
た

の

で
あ
る

そ
の

の

く
は

と

に

さ
れ
て
い
る

の

に
は

の

か
ら

た

の

の

が
あ
る

と
は

そ
の

を

か
に

し
た
と
い
う

に

が

に

え
る

の

で
あ
る

こ
こ
で
は

そ
の

の

と
い
う

を

と
す
る

こ
の

に
は

と
い
う

が
あ
る

は

の

で

の

に

に

さ
れ
た

の

の

れ
を
く
む

で

あ
る

は

に

の

や

を

に

し
て
お
り

は
な
い
が

も
こ
の

に

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

さ
れ
る

と
し
て
は

に

を

き
く

し

そ
の

に

に

を

す

と

ぶ

こ
の

は

か
ら

る

の

で

の

を

め

に

に

を

め
る

に

の

に

の

に

を

す

の

に

ノ

ア
ツ
カ
ル

と

い
う

を

す

と
は

の
こ

と
で
あ
る

の

の

が

し
た

だ
ろ
う
か

か
ら

に

し
た

と

え
ら

れ
る

と

ぶ

／

／

八



五
五

（

六）『

六
調
子
曲
仮
名
譜』（

伏

八
一
八）（

季
資
譜）

宮
内
庁
書
陵
部
蔵、

伏
見
宮
家
旧
蔵

二
冊

横
長

冊
子
本
、

第
二
冊
目

末
尾

「

這
譜
依

伏
見
殿
仰
加
校
合
了

安
政
元
年

大
呂
中
旬

大
夫
将
監
季
資」

奥
書

有

。

、

安
倍
季
資
、

安
政
元（

一
八
五
四）

年

校
閲

。

安
倍
季
資（

一
八
一
三～

一
八
六
八）
、

天
王
寺（

在
天）

楽
人

林
廣
胖

次
男

生

、

京
都
方

安
倍
季
良

養
子

。

本
来

篳
篥

奏
者

、

、

笛
譜

撰
述

、

校
閲

考

。

以
下、『

季
資
譜』

呼

。

本
譜

、

中
央

笛
唱
歌

仮
名、

左

笛

手
付
、

右

箏
譜
字、

一
部

曲

箏

右

琵
琶
譜
字

記

。

所
収

曲
、

各
調
子〈

音
取〉
含
、

壱
越
調
一
九
曲、

平
調
二
○
曲、

双
調
一
五
曲、

黄
鐘
調
一
一
曲、

盤
渉
調
一
二
曲、

太
食
調
一

二
曲

。

右

楽
譜

、『

貞
致
譜』『

兼
頼
譜』
一
七
世
紀
後
半

末
頃、「

近
貞
譜」

一
八
世
紀
初
頭、『

尊
常
譜』『

新
浄
安

院
譜』

『

季
資
譜』

一
九
世
紀
前
半

中
頃

成
立

考

。

本
論

、

原
則

楽
譜

共
通

楽
曲

取

上

、

比
較

。

、

現
行「

明
治
撰
定
譜」

唱
歌

参
考

比
較

対
象

。「

明
治

撰
定
譜」

周
知

通
、

明
治
九（

一
八
七
六）

年

二
一（

一
八
八
八）

年

撰
定

雅
楽

歌

器
楽、

舞

譜

総
称
、

今
日

宮
内
庁
楽
部

演
奏

規
範

。

蒲
生
美
津
子

報
告

、

明
治
三（

一
八
七
○）

年

今
日

宮
内
庁
楽
部

前
身

雅
楽
局

太
政
官
下

設
置

直
後

編
纂

始

（

蒲
生

一
九
八
六）

。「

明
治

撰
定
譜」

草
稿

「

明
治
三
年
御
撰
定

雅
楽
全
譜」（

国
立
公
文
書
館
蔵）

催
馬
楽
譜

、

伴
奏

龍
笛
譜

撰
者

南
都
方

上
真
節（

一
八
二
五～

一
八
九
五）

京
都
方

山
井（
大
神）

景
順（

一
八
四
四～

一
八
八
四）

名

見
、

「

明
治
撰
定
譜」

唐
楽、

高
麗
楽

龍
笛
譜

二
名

撰

可
能
性

高

。

の

で

の

に

と
い
う

を

す
る

こ
れ
に
よ
り

が

に

し
た
こ
と
が
わ
か
る

は

の

の

と
し
て

ま
れ

の

の

と
な
っ
た

は

で
あ
り

こ
こ
で
は

を

し
た
と
い
う
よ
り

し
た
と

え
ら
れ
る

と

ぶ

は

に

の

に

の

け

に

の

に
は

の

に
さ
ら
に

が

さ
れ
て
い
る

は

を

め

で
あ
る

の

は

が

も
し
く
は

が

と

が

か
ら

の

と

え
ら
れ
る

で
は

と
し
て
こ
れ
ら
の

に

し
て

み
ら
れ
る

を

り

げ

し
た

ま
た

の

も

ま
で
に

の

と
し
た

は

の

り

と

に

さ
れ
た

の

も
の
と

な
ど
の

の

で

の

の

の

と
な
っ
て
い
る

の

に
よ
る
と

に

の

の

で
あ
る

が

に

さ
れ
た

か
ら

が

ま
っ
た

の

に
あ
た
る

の

に
は

の

の

と
し
て

の

と

の

の

が

え

の

の

も
こ
の

の

で
あ
る

が

い

／

／

／

九

一
〇

一
一



五
六

譜
一

平
調〈

五
常
楽
急〉

比
較
譜

。

便
宜
上、

小
拍
子
一

一

数
、

通

番
号（

①～
）

。

譜
一

平
調
〈
五
常
楽
急
〉
龍
笛
唱
歌
比
較
譜

は

の

で
あ
る

つ
を
フ
レ

ズ

つ
と

え

し

を
つ

け
た

ー

�



五
七



五
八

『

兼
頼
譜』

唱
歌

、

他
譜

大

異

特
徴

有

。

、『

龍
笛
案
譜
之
記』

示

、

段

音

⑲

現

。

両

、

平
調

音
階
中

第
二～

三
音（

Ｆ、

Ｇ）

付
近
、

経
過
音
的
音
型

使

。

、

段

別

調
子

異

部
分

出
現

。

壱
越
調

、

音
階

第
五
音（

Ａ）

長

延

音

使

多
。

音
階

第
三
音（

Ｆ）（

例
・
賀
殿
急）

、

第
四
音（

Ｇ）（

例、

武
徳
楽）
使

例

、

少
数

。

盤
渉
調

音
階

第
六（

Ｇ）

、

第
七
音（

Ａ）

使

、

主
音

Ｂ

使

多
。

、

示

『

龍
笛
案
譜
之
記』

唱
歌
表（

表
二）

唱
歌

指
孔

対
応
、

実
際

楽
譜

必

当

。

次

、

③
⑦

、

他
譜

「
」

「
」

、『

兼
頼
譜』

「
」

母

音

大

異

。

同
様

、

⑮

他
譜

「
」

対

、『

兼
頼
譜』

「
」

。

、

⑩

⑪

見

「

懸

吹

」

呼

音
型

、

『

兼
頼
譜』

見

。

、『

兼
頼
譜』

点
、

他

異

独
自

特
徴

示

。

、『

兼
頼
譜』

以
外

譜

一
致

言

、

、

細

点

相
互

微
妙

異

。

、

大

、『

貞
致
譜』『

尊
常
譜』

「

近
貞
譜」

、『

新
浄
安
院
譜』『

季
資
譜』

分

。

譜
一〈

五
常
楽〉

確
認

両

差
異

、

、

③
⑦

⑪
⑫

見

、

前
者

「
」

、

後
者

「
」

、

規
則
的

「
」

「
」

使

分

。

⑤
⑥、

⑨
⑩、

、

前
者

、「
」「

」

、

母
音

使

、

後
者
、「

」「
」

、

母
音

使

。

、

⑮

、

末
尾

「
（

〒＝

Ｅ）」

入

入

、

両
者

差

。

続

⑯
⑰

、

前
者

の

は

と

き
く

な
る

を

し
て
い
る

ま
ず

に

さ
れ
て
い
た
よ
う
に

エ

の

が
フ
レ

ズ

に

れ
る

フ
レ

ズ
と
も

の

の

の

ど
ち
ら
か
と
い

う
と

に

わ
れ
て
い
る

ち
な
み
に

エ

フ
レ

ズ
は

の

で
は

な
る

に

す
る

で
は

の

の

く

ば
す

に

わ
れ
る
こ
と
が

い

の

に

わ
れ
て
い
る

も
あ
る
が

で
あ
る

ま
た

で
は

の

に

わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
が

の

に

わ
れ
る
こ
と
が

い

ち
な
み
に

す
で
に

し
た

の

の

と

の

は

の

で
は

ず
し
も

て
は
ま
ら
な
い

に

フ
レ

ズ

で
は

が

ト
ウ
ル
リ

も
し
く
は

ト
ヲ
ル
リ

の
と
こ
ろ

は

タ
ア
ロ
リ

と

が

き
く

な
っ
て
い
る

に

フ
レ

ズ

で
は

が

タ
ア
ラ
ロ
ロ
ラ

で
あ
る
の
に

し

だ
け
が

ロ
ヲ
ロ
ル
ル
ロ

と
な
っ
て
い
る

さ
ら
に

フ
レ

ズ

か
ら

に
か
け
て

ら
れ
る

け

き

と

ば
れ
る

は

に
は

ら
れ
な
い

こ
の
よ
う
に

は
い
く
つ
か
の

で

と

な
る

の

を

し
て
い
る

そ
れ
で
は

の

が
す
べ
て

し
て
い
る
か
と

う
と

そ
う
で
は
な
く

か
い

で
は

に

に

な
る

し
か
し

ま
か
に
は

の
グ
ル

プ
と

の
グ
ル

プ
に

け
る
こ
と
が
で
き
る

で

で
き
る

グ
ル

プ
の

は
い
く
つ
か
あ
る
が

ま
ず

フ
レ

ズ

な
ど
に

ら
れ
る
よ
う
に

で
は

ト
ヲ
ル
リ

で
は

ト
ウ
ル
リ

と

か
な
り

に

ヲ

と

ウ

が

い

け
ら
れ
て
い
る

ま
た
フ
レ

ズ

フ
レ

ズ

フ
レ

ズ

な
ど
で
は

で
は

ト

ヲ

ホ

ヲ

と

オ
の

が

わ
れ
て
い
る
が

は

タ

ア

ハ

ア

と

ア
の

が

わ
れ
て
い
る

ま
た

フ
レ

ズ

で
は

に

フ

が

る
か

ら
な
い
か
で

に

が
あ
る

そ
れ
に

く
フ
レ

ズ

で
は

は

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

�

�

一
二

一
三

一
四



五
九

「
」

、

後
者

「
」

、

母
音

使
用

違

見

。

現
行（「

明
治

撰
定
譜」）

唱
歌

、「
」

「
」

違

除

、『

新
浄
安
院
譜』『

季
資
譜』

最

近

言

。

以
上

考
察

、

段
音

有

『

兼
頼
譜』

系
統、

段
音

無
、「

」「
」

共
有

『
貞
致
譜』『

尊
常
譜』「

近
貞
譜」

系
統、

同

段
音

無
、「

」「
」

共
有

『
新
浄
安
院
譜』『

季
資
譜』

系
統

三

識
別

。

、

兼
頼

天
王
寺
系

笛
奏
者

、『

兼
頼
譜』
天
王
寺
系

唱
歌

、

近
貞

南
都
系

笛
奏
者

、「

近
貞
譜」

南
都
系

唱
歌

同
定

。

季
資

京
都
方

篳
篥
奏
者

、

京
都
方

笛

家
・
大
神
家

養
子
縁
組

通

親
戚
関
係

、

大
神
流

笛
譜

所
有

事
実

、『

季
資
譜』

大
神
流

伝
承

推
定

可
能

。

、

拙
稿

示

、

大
神
家
自
体
、

江
戸
初
期
以
来、

天
王
寺
系

岡、

林

家

京
都
方

多
氏

養

子

迎

考

、

大
神
家

伝
承

強
固

保

慎
重

判
断

必
要

（

寺
内

二
○
一
○
ｂ：

三
三～

三
四）
。

次
、

同
様

篳
篥

楽
書

記
述

楽
譜

検
証

。

『

楽
家
録』

巻
之
十
一
第
廿
六「

篳
篥
唱
歌
之
法」

、

笛

場
合

同
様、

篳
篥
唱
歌

音
節

指
孔

対
応

示

解
説

付

。

タ

リ
イ
ロ
ヲ

で
あ
る
と
こ
ろ

は

ト

ラ
ア
ロ
ウ

と

や
は
り

の

で

い
が

ら
れ
る

に
は

ト

ウ

と

ト

ヲ

の

い
を

け
ば

が

も

い
と

え
よ
う

の

か
ら

エ

を

す
る

の

エ

が

く

ト
ヲ
ル
リ

ト
ヲ
ホ
ヲ

な
ど
の
フ
レ

ズ
を

す
る

の

じ
く
エ

が

く

ト
ウ
ル
リ

タ
ア
ハ
ア

な
ど
の
フ
レ

ズ
を

す
る

の

の

つ
を

す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
の
う
ち

は

の

で

あ
り

を

の

は

の

で
あ
る
の
で

を

の

と

す
る

こ
と
が
で
き
よ
う

は

の

で
あ
る
が

の

の

と

を

じ
て

に
あ
り

の

を

し
て
い
た

が
あ
る
の
で

を

の

と

す
る
こ
と
も

で
あ
る

た
だ
し

す
で
に

で

し
た
が

が

し
ば
し
ば

の

な
ど
の

や

の

か
ら

を

え
て
い
る
こ
と
を

え
る
と

と
し
て
の

が
ど
れ
く
ら
い

に

た
れ
た
の
か
は

に

す
る

が
あ

ろ
う

に

に

に
つ
い
て
も

の

と

を

し
て
み
よ
う

に
は

の

と

の

と

の

を

す

が

さ
れ
て
い
る

ーー

一
五

一
六

二

篳
篥

唱
歌

二
・
一

楽
書

見

篳
篥
唱
歌～

『

楽
家
録』

の

に

え
る



六
〇

篳
篥
毎
句
唱
出
之
詞

多
乳
津
傳
止

此
外
相
交
利
之
詞
也

乳
乳
多
多
乳
止
止
津
津

丁
⊥
一
四
六

工
五
舌

利

唱
出
一
句
内
唱
替
詞

羅
利
留
礼
呂

此
外
相
交
屋
之
詞
也

利
羅
羅
羅
利
呂
呂
呂
留
留

丁
⊥
一
四
六

工
五

舌

屋

打
詞

波
非
不
邊
保

打
者
以
一
指
叩
詞
也

乳
非
乳
非
多
波
多
波
乳
非
止
保
止
保
津
不

丁

⊥

一

四

六

工

五

唱
出
一
句
之
内、

屋
謂
替
之
詞

利

屋
利

利

屋
呂

乳

屋
多

六
引

六
引

六
引

工
引

⊥
引
一
四
引

´´

´

´

´

几几

几

几

几

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ



六
一

龍
笛
譜

同
様、「

唱
出」

「

多、

乳、

津、

傅、

止」

、「

唱
替」

「

羅、

利、

留、

禮、

呂」

、

打

技
法

「

波、

非、

不、

邊、

保」

音

用

。『

楽
家
録』

篳
篥

項
、

、

右
五
音
之
中、

傳
礼
邊
三
字
不
用
之。

其
説
略
曰、

所
謂
三
字
唱
哥
之
聲
共
皆
濁、

故
除
之
也。

管
聲
之
清
濁、

雖
有
于
息、

本
有

――――――――――――――――

唱
哥
之
故、

不
用
之
也。

後
世、

猶
精
撰
可
也。

凡、

唱
哥
之
法
擧
之
左。（

傍
線
引
用
者）

一
文

。「
傳、

礼、

邊」

三
音

用

、

理
由

、

三
音

聲

濁

、

挙

。

、

唱
歌

役
割

、「

管
聲
之
清
濁、

雖
有
于
息、

本
有
唱
哥」

、

「

管
楽
器

（

音、

旋
律

）

美

息

、

基
本

唱
歌

」

、

楽
器

楽
曲

習
得

唱
歌

重

要
性

示
唆

。『

楽
家
録』

記
述

、

龍
笛

同
様、

実
際

楽
曲

指
孔

唱
歌

添

列

挙

、

、

、

音

見

。

、

京
都
方
・
安
倍
家

伝
承

、

篳
篥

唱
歌

段
音

使
用

確
認

。

篳
篥
仮
名
譜

龍
笛
譜
同
様

数

、

、

来
歴

記
譜
法

体
系
性

重
要
、

次

五
点

紹
介

。

（

一）『

六
調
子
曲
譜

篳
篥』（

伏
八
二
○）

宮
内
庁
書
陵
部
蔵、

伏
見
宮
家
旧
蔵

一
冊

伏
見
宮
家
旧
蔵
楽
譜

、

奥
書
等

欠

正
確

成
立
年
代

不
明。〈

音
取〉〈

調
子〉

入

、

壱
越
調
一
九
曲、

と

に
は

に
は

つ

に
は

の

を

い
る
と
す
る

の

は

そ
の
あ
と
さ
ら
に

と
い
う

が
あ
る

の

を

い
な
い
こ
と

そ
の

と
し
て

こ
の

は
み
な

が

っ
て
い
る
こ
と

な
ど
が

げ
ら
れ
て
い
る

ま
た

の

と
し
て

す
な
わ
ち

の

の

し
さ
は

に
あ
る
と
い
う
け
れ
ど
も

そ
の

は

に
あ
る

と
し
て

や

の

に
お
け
る

の

を

し
て
い
る

は
こ
の

の
あ
と

と

の

の
フ
レ

ズ
を

と

を

え
て

し
て
い
る
が

テ

レ

ヘ

は

ら
れ
な
い

こ
こ
か
ら

の

で
は

の

に
エ

は

し

な
い
こ
と
が

で
き
る

も

か
な
り
の

が
あ
る
が

こ
こ
で
は

と

の

か
ら

な

の

を

す
る

で
あ
る
が

を

く
た
め

な

は

を

れ
て

ー

一
七

二
・
二

実
際

楽
譜

篳
篥
唱
歌

の

に
お
け
る



六
二

平
調
二
二
曲、

双
調
一
六
曲、

黄
鐘
調
一
五
曲、

盤
渉
調
一
三
曲、

太
食
帳
曲
一
四
曲

収

。

記
譜
法

特
徴

、

指
孔

唱
歌

併
記

、

譜
字
数

比
較
的
少

、

譜
字

一

一
小
拍
子

全
体

約
半
数

、

同

音

延

場

合

譜
字

省
略

多
。

打
音（

行）

特
徴

。

同

宮
内
庁
書
陵
部
蔵『

六
調
子
曲
譜

篳

篥』（

伏
八
三
二）

同
系
統

楽
譜

。

（

二）『

六
調
子
曲
譜

篳
篥』（

伏
八
一
九）

宮
内
庁
書
陵
部
蔵、

伏
見
宮
家
旧
蔵

一
冊

奥
書
等

欠

正
確

成
立
年
代

不
明。〈

音
取〉〈

品
玄
・
調
子〉

入

、

壱
越
調
二
○
曲、

平
調
二
一
曲、

双
調
一

七
曲、

黄
鐘
調
一
五
曲、

盤
渉
調
一
四
曲、

太
食
帳
曲
一
三
曲

収

。

記
譜
法

特
徴

、

指
孔

唱
歌

併
記

。

前
掲、

伏
八
二
○

似

、

譜
字
数

比
較
的
少

、

打
音（

行）

有

特
徴

。『

六
調
子
曲
譜

篳
篥』

（

伏
八
二
一）

、

同（

伏
八
三
一）

同
系
統

写
本

。

（

三）『

六
調
子
仮
名
譜

篳
篥』（

伏
八
二
二）（
季
任
譜）

宮
内
庁
書
陵
部
蔵、

伏
見
宮
家
旧
蔵

折
本
一
帖

奥
書

「

右
三
十
九
曲

官
伶
従
四
位
下
行
飛
騨
守
安
倍
朝
臣
季
任

所
傅
也」

、

京
都
方

楽
家（

篳
篥）

家
倍
季
任

（

一
七
○
四～

一
七
五
八）

撰

。

季
任
、

京
都
方
笛

家

大
神
景
村

次
男
、

安
倍
季
福

養
子

。

奥
書

「

右
三
十
九
曲」

、

実
際

所
収
曲

〈

音
取〉
含

四
五
曲

。

掲
載

順
番

調
子
別

（

表
四）

。

中
央

唱
歌

仮
名

書

、

左
側

指
孔

記

。

唱
歌

『

六
調
子
曲
譜

篳
篥』（

伏
八
一
九）

似

、

伏
八
一
九

「
」

「
」

、

産

字

細

記
。

以
下、「

季
任
譜」

略
。

を

め
る

の

と
し
て
は

と

を

す
る
が

が

な
く

が

つ
だ
け
の

が

の

あ
り

じ

を

ば
す

に
は

を

す
る
こ
と
も

い

ハ

が
な
い
の
も

で
あ
る

じ
く

も

の

で
あ
る

を

く
た
め

な

は

を

れ
て

を

め
る

の

と
し
て
は

と

を

す
る

と

て

が

な
い
が

ハ

を

す
る
の
が

で
あ
る

も

の

で
あ
る

に

と
あ
り

の

の

と
わ
か
る

は

の

の

の

で

の

と
な
っ
た

に
は

と
あ
る
が

の

は

を

め

で
あ
る

の

は

で
な
い

に

の

を

き

に

を

す

は

に

る
が

で

タ

ハ

と
す
る
と
こ
ろ
を

タ
ア
ハ
ア

と
す
る
な
ど

み

を

か
く

す

と

す

／

／



六
三

（

四）『

篳
篥
假
名
案
譜』（

狩
一
六
九
三
二）（

元
鳳
譜）
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵

一
冊

狩
野
亨
吉
旧
蔵
書。

奥
書

「

右
篳
篥
假
名
譜
者
當
家
相

承
之
秘
訣
也
今
般
應
為
目
安

太
鼓

拍
子
揃
諸
門
人
需
令

書
冩

授
與
之
訖
猥
不
可
有
他

傳
者
也

従
五
位
上
行
阿
波
守
太
秦
宿
禰
元
鳳」

。

阿
波
守
太
秦
宿
禰
元
鳳

、

寛
永
一
九（

一

六
四
二）

年、

江
戸

下
向

、

紅
葉
山
楽
人

天
王
寺
系

楽
人
・
東
儀
兼
長（

？～

一
六
五
二）

子
孫、

東
儀
元
鳳

（

一
七
九
三～

一
八
六
一）

。『

地
下
家
伝』

、

従
五
位
上

弘
化
二（

一
八
四
五）

年

、

表四 『六調子仮名譜 篳篥』（季任譜）所収曲一覧

に

と
あ
る

と
は

に

し

と
な
っ
た

の

の

で
あ
る

に
よ
れ
は

に
な
っ
た
の
は

な
の
で

／

／

／

／

／

示至

一
八



六
四

本
譜

成
立

以
降

考

。

門
人

与

作

。

所
収
曲

表
五

通

。

記
譜
法

、

唱
歌

指
孔
記
号

有
。

一
小
拍
子

二

以
上

譜
字

、

長
引

音

「

引」

文

字

産

字

必

付

、

諸
譜

中

定
量
的

意
識

強
。

部
分
的

次

紹
介

、

同

東
儀
家

東
儀
文
均

楽
譜

同

特
徴

示
。

、

天
王
寺
系

楽
譜

段
音

不
使
用

。

以

下、「

元
鳳
譜」

略
。

（

五）『

篳
篥
假
名
譜
並
高
麗
樂
等』（

狩
一
六
九
三
三）（

文
均

譜）

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵

一
冊

狩
野
亨
吉
旧
蔵
書。「

元
治
元
年
甲
子
三
月

近
江
守
太
秦
文

均
冩」

奥
書

有

。

元
治
元（

一
八
六
四）

年

在

京
天
王
寺
方

楽
人
・
東
儀
文
均（

一
八
一
一～

一
八
七
三）

記

。

文
均

、

南
都
方

芝
葛
起

（

一
七
七
○～

一
八
一
七）

子

生

、

在
京
天

王
寺
方
本
家

東
儀
文
暉

養
子

。

文
暉

実
子
・
文

表五 『篳篥假名案譜』（元鳳譜）所収曲一覧

の

は
そ
れ

の
こ
と
と

え
ら
れ
る

に

え

る
た
め
に

ら
れ
た
ら
し
い

は

の

り
で
あ
る

と
し
て
は

と

を

す

に

ま
た
は
そ
れ

の

が
あ
り

き

に
は

の

や

み

を

ず

す
な
ど

の

で
は

な

が
も
っ
と
も

い

に

に

す
る

じ
く

の

の

と

じ

を

す

た
だ
し

の

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
エ

は

で
あ
る

と

す

と
い
う

を

す
る

に

の

が

し
た
こ
と
が
わ
か
る

は

も
と
は

の

の

と
し
て

ま
れ
た
が

の

の

と
な
っ
た

に

／



六
五

静（

一
八
二
四～

一
八
七
一）

生

、

在
京
天
王
寺
方

分
家
・
東
儀
文
信

養
子

。

文
均

几
帳
面

日
記

、

天
保
一
五（

一
八
四
四）

年

明
治
五（

一
八
七
二）

年

膨
大

日
記

国
会
図
書
館

残

。

本

譜

筆
跡

日
記

筆
跡

照
合

、

特
徴
的

文
字

筆
跡

同

、

本
譜

文
均

自
筆
譜

考

。

以

下「

文
均
譜」

呼
。

所
収
曲

表
六

通

。

文
均
譜

記
譜
法

唱
歌

指
孔

併
記

、

産

字

「

引」

省
略

多
。

楽
譜

興
味
深

、

一
部

楽
曲

、

譜

字

訂
正

増
補

点

。

消

譜
字

場
合

場
合

、

元

表六『篳篥假名譜並高麗樂等』（文均譜）所収曲一覧

が

ま
れ

の

の

と
な
っ
た

は

に

を
つ
け

て
お
り

か
ら

に
わ
た
る

な

が

に

さ
れ
て
い
る

の

と

の

を

し
た
と
こ

ろ

な

の

が

じ

で

は

の

と

え
ら
れ
る

と

ぶ

は

の

り
で
あ
るの

は

と

を

す
る
も
の
だ
が

み

や

は

さ
れ
る
こ
と
が

い

こ
の

で

い
の
は

の

に
つ
い
て

を
ミ
セ
ケ
チ
で

ま
た
は

し
て
い

る

で
あ
る

さ
れ
た

を
た
ど
れ
る

と
た
ど
れ
な
い

が
あ
る
が

の

一
九

二
〇



六
六

唱
歌
体
系

上
書

唱
歌
体
系

明

異

（

図
一）

。

大

相
違
点

、

元

段
音

含

、

訂
正
後

段
音

含

。

後
述

。

（

六）『
篳
篥
譜

全』（

八

六
〇

三
五）

京
都

大
学
附
属
図
書
館
蔵

一
冊

巻
末

「

安
政
二
年
乙
卯
仲
春

従
四
位
下
行
近
江
守

太
秦
宿
禰
文
均
冩
之」

奥
書

、

前
出

東

儀
文
均
、

安
政
二（

一
八
五
五）

年

著

考

。

筆
跡

、

文
均
自
筆

考

。

一
丁
表

「

堀
川」「

久
民」

、

六
四
丁
裏

「
藤
原
久
民」

印
記

、

明
治
維
新
後、

民
間

宮
内
省

楽
師

堀
川
久
民（

一
八
三
三～

？）
所
持

。

全
体

、

非
常

精
緻

筆
致

書

。

楽
譜
中
央

指
孔、

左
側

唱
歌、

右
側

太
鼓

表

朱
点

小
拍
子
墨
点

記

。

便
宜
上、「

京
大
文
均
譜」

呼

。

所
収

曲

表
七

通

。

図一 〈越天楽〉『文均譜』東北大学附属図書館蔵

と

き
さ
れ
た

は

ら
か
に

な
る

も
っ
と
も

き
な

は

の
も
の
に
は
エ

が

ま
れ
ず

の
も
の
に
は
エ

が

ま
れ
る
こ
と
で
あ
る

こ
れ
に
つ
い
て
は

す
る

カ

に

と
い
う

が
あ
り

の

が

に

し
た
も
の
と

え
ら
れ
る

か
ら

と

え
ら
れ
る

に

に

な
ど
の

が
あ
り

か
ら

の

に
な
っ
た

が

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

に

に

な

で

か
れ
て
い
る

に

に

に

を

す

と

が

さ

れ
て
い
る

と

ぶ

は

の

り
で
あ
る

-

／

／

／

二
一



表七 『篳篥譜 全』所収曲一覧

六
七

譜
二

右

六
点

楽
譜

唱
歌

比
較

。『

文
均
譜』

二
段
示

。「

文
均
ａ」

欄

元

唱
歌、「
文
均
ｂ」

欄

上
書

唱
歌

示
。

元

唱
歌

消

判
読

箇

所

□

示
。

比
較
譜

、

『

文
均
譜』

ｂ
説

段

音

使
用

（

①
②
④
⑧

）

、

他
譜

使
用

、

。

同

天
王
寺
系

一

『

京
大
文
均
譜』

『

元
鳳
譜』

用

。

使

用

音
域
、

龍
笛

同

様、

平
調

音
階

第
二～

三
音

付
近

。『

文
均
譜』

ｂ
説

は

の

の

の

の

で
あ
る

の
み

す

の

に
は

の

の

に
は

き
さ
れ
た

を

す

の

で

さ
れ
て

で
き
な
い

は

で

す

こ
の

か
ら
わ
か
る
こ
と
は

ま
ず

だ
け
が
エ

を

し

フ
レ

ズ

は

し
な
い

と
い

う
こ
と
で
あ
る

じ
く

の
も
う

つ
のも

い
て
い
な
い

さ
れ
て
い
る

は

と

で
は

の

で
あ
る

は

ー

�



六
八

三
段
目

除

、

現
行
唱
歌

一
致

。

前
述

通

、

現
行「

明
治
撰
定
譜」

篳
篥
唱
歌

、「

明
治
三
年
御
撰
定

雅
楽
全
譜」

、（

安
倍
姓）

東
儀
季
熈（

一
八
三
一～

一
九
一
四）

撰

考

、

天
王
寺
系

唱
歌

考

。

「

安
倍
姓
東
儀
家」

、

宮
中
行
事

特

格
式

高

御
神
楽

篳
篥

奉
仕

場
合
、

太
秦
氏

京
都

安
倍

氏

一
族

参
加

家
柄

。

譜
二

平
調
〈
五
常
楽
急
〉
篳
篥
唱
歌
比
較
譜

を

い
て

と
ほ
ぼ

す
る

の

り

の

は

に
よ
れ
ば

の

と

え
ら
れ

の

と

え
ら
れ
る

と
は

で
も

に

の

い

に

で

す
る

に

で
は
な
く

の

の

と
し
て

す
る

で
あ
る



六
九



七
〇

、

特
定

箇
所

、

数

多

、

伏
八
二
○
系、

伏
八
一
九
系、『

季
任
譜』

、『

京
大
文
均
譜』

『
文
均
譜（

ａ
説）』『

元
鳳
譜』

相
異

傾
向

示

。

、

③

⑦

、

前
者

「
」（

産

字

足

唱
歌）

対

、

後
者

「
」

長

延

唱
歌

。

、

⑰

、

前
者

「
」（

産

字

足

唱
歌）

対

、

後
者

「
」

延

唱
歌

。

、

伏
八
二
○
系、

伏
八
一
九
系、『

季
任
譜』

一

、『

京
大
文
均
譜』『

文
均

譜（

ａ
説）』『

元
鳳
譜』

別

識
別

。『

文
均
譜』

ｂ
説

段

含

点

、

別

分

。

篳
篥

龍
笛

唱
歌
、

相
互

似

部
分

異

部
分

。

唱
歌

似

部
分
、

実
際

龍
笛、

篳
篥

旋
律

似

、

一
方、

異

部
分
、

龍
笛、

篳
篥

楽
器

特
性

活

、

相
互

異

旋
律

吹

部
分

該
当

。

前
掲

〈

五
常
楽
急〉

譜
一、

譜
二

例

見

。

⑤
⑥

平
調（

Ｅ）

音

延

部
分
、

龍
笛、

篳
篥

「
（

）
（

）」（

一
部「

」

母
音

異

）

、

同

唱
歌

共
有

。

同
様

⑲
⑳

、

両
楽
器

Ｆ（

Ｇ）

Ｅ

Ｅ

Ｄ（

Ｃ）

Ｂ

音

下

似

旋
律

、「
（

）
」

似

唱
歌

使

。

同

理
由
、

龍
笛、

篳
篥

唱
歌

似

。

一
方、

龍
笛、

篳
篥

異

典
型
的

例
、

冒
頭

四
小
節（
①
②
③
④）

。

龍
笛

Ｂ

始

旋
律

和（
）

低

音
域

始
、

③

一
気

一

上

音
域

飛

旋
律

続

。

さ
て

の

に
つ
い
て

は

く
な
い
が

の
グ
ル

プ
と

の
グ
ル

プ
で

な
る

を

す
こ
と
が
あ
る

た
と
え
ば

フ
レ

ズ

と

で
は

が

チ

ラ

ま
た
は
そ
れ
に

み

を

し
た

で
あ
る
の
に

し

は

タ

を

く

ば
す

で
あ
る

ま

た

フ
レ

ズ

で
は

が

タ

リ

ま
た
は
そ
れ
に

み

を

し
た

で
あ
る
の
に

し

は

チ

を

ば
す

で
あ
る

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

を

グ
ル

プ

を

の
グ
ル

プ
と

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う

は
エ

を

む

で

さ
ら
に

の
グ
ル

プ
に

け
る
こ
と
が
で
き
る

と

の

は

に

て
い
る

と
ま
っ
た
く

な
る

か
ら
な
っ
て
い
る

が

て
い
る

は

の

の

も

て
お
り

な
る

は

が
そ
れ
ぞ
れ
の

の

を

か
し

に
か
な

り

な
る

を

く

に

し
て
い
る

の

の

で

て
み
よ
う

フ
レ

ズ

の

の

を

ば
す

は

と
も
に

タ

ア

ハ

ア

ト
ヲ
ホ
ヲ

な
ど

が

な
る

と

ほ
ぼ

じ

を

し
て
い
る

に
フ
レ

ズ

は

と
も

と

が

が
っ
て
い
く

た

で
あ
る
が

チ

イ

ラ

タ

リ
ロ

ホ

ヲ

と
い
う

た

を

っ
て
い
る

フ
レ

ズ

も

じ

で

の

は

て
い
る

で

な
る

な

は

の

フ
レ

ズ

で
あ
る

は

か
ら

ま
る

を

ふ
く
ら

と
い
う

い

で

め

フ
レ

ズ

で

に

オ
ク
タ

ヴ

の

に

ん
で

を

け
る

こ
れ
に

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ーー

ー

ー

ー

ー

ー
二
三

二
・
三

龍
笛
唱
歌

篳
篥
唱
歌

差
異

と

の

�

�
�

－
－



七
一

対
、

篳
篥
、

一
貫

Ｆ

付
近

音
域

使

旋
律

吹

続

。

、

一

三
度
程
度

狭

音
域

持

、

強

音

出

篳
篥
、

和

一

上

責（
）

音
域

自
在

行

来

、

装
飾
的

細

音

動

多
用

龍
笛

特
性

反
映

。

龍
笛

細

音

動

唱
歌

多

音
節

認
識

。

同
様
、

⑮
⑯

、

篳
篥

Ｂ
音

延

、

龍
笛

Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｆ
Ｇ
Ａ
Ｅ

Ｆ
Ｇ

細

音

連
続

旋
律

、

唱
歌

当
然、

両
者

間

大

異

。

龍
笛
譜

中

『
兼
頼
譜』

、

段
音

使

独
自

特
徴

示

前
述

通

。

篳
篥
譜

比
較

、

譜

独
自
性

見

。〈

五
常
楽〉

笛
譜（

譜
一）

⑪

、

他
譜

「

」

類

唱
歌

比

、『

兼
頼
譜』

「
」

異

。

篳
篥
譜

同
箇
所

（

譜
二）

譜

使
用

特
徴

一
致

。

、

譜
一、

⑲

、「
」

唱
歌

見

、

、

譜
二

篳
篥

天
王
寺
系

唱
歌（『

文
均
譜』

ｂ
説

現
行
譜）

似

。

一

例

示
。

譜
三

平
調〈

越
殿
楽〉

龍
笛、

篳
篥
比
較
譜

。

し

は

し
て

の

の

を

っ
た

を

き

け
る

こ
れ
は

オ
ク
タ

ヴ
と

の

い

し
か

た
ず

ダ
ブ
ル
リ

ド
の

い

を

す

と

と

オ
ク
タ

ヴ

の

せ
め

の

を

に

き

し
て

な

か
い

の

き
を

す
る

の

を

し
て
い
る

の

か
い

の

き
が

で

く
の

と
し
て

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

に

フ
レ

ズ

で
は

は

を

ば
す
だ
け
で
あ
る
が

は

と
い
う
た
く
さ
ん
の

か
い

の

か
ら
な
る

に
な
っ
て
お
り

も

の

で

き
く

な
る
の
で
あ
る

の

で
は

だ
け
が

エ

を

う
な
ど

の

を

し
て
い
る
こ
と
は

し
た

り
で
あ
る

こ
れ
を

と

す
る
と

さ
ら
に
こ
の

の

が

え
る

の

フ
レ

ズ

で
は

が

ロ

ヲ
ル

と
そ
れ
に

す
る

で
あ
る
の
に

べ

だ
け
が

リ
イ
ヤ

と

な
っ
て
い
る

こ
れ
は

の

で
す
べ
て
の

が

し
て
い
る

と

し
て
い
る

ま
た

フ
レ

ズ

と

で
は

テ
イ
ラ

と
い
う

が

え
る
が

こ
れ
は

の

の

の

と

に

て
い
る

も
う

つ

を

す

は

の

で
あ
る

ー

ー

ー

ー

ー

ー

�

二
四



七
二

譜
三

平
調
〈
越
殿
楽
〉
龍
笛
、
篳
篥
比
較
譜



七
三



七
四



七
五

龍
笛

「
」

、

篳
篥

「
」

使
用

違

、

冒
頭
四
小
節

同

旋
律

。

龍
笛

『

兼
頼
譜』

冒
頭
一
行

、『

文
均
譜』

ｂ
説（

現
行

篳
篥
譜）

酷
似

。

段

、

龍
笛、

篳
篥

問

天
王
寺
系

『

兼
頼
譜』『

文
均
譜』

ｂ
説

使
用

（

同

箇
所

⑥
⑬）

。

、『
兼
頼
譜』

一
部

篳
篥
譜

似

前
述

通

、

逆

、

篳
篥
譜

龍
笛
譜

似

箇

所

持

。

⑱

、

篳
篥

伏
八
一
九

系
統

『

季
任
譜』

「
」

「
」

、

他
譜

「
」

。「
」

龍
笛「

（
）」

唱
歌

近

、『

季
任
譜』

指
孔

調

、「
六
工」

。

、

他

篳
篥
譜

、

Ｅ

音

長

延

旋
律

対

、

伏
八
一
九
系

『
季
任
譜』

、

龍
笛

近
、

Ｅ
Ｄ

下
降

旋
律

示

。

、

部
分

龍
笛
唱
歌

見

、「
」

類

唱
歌

、

現
行
譜

『

兼

頼
譜』（

）

、

他
「

」「
」

、

末
尾

「
」

付

。

音
型（「

」「
」

）

⑥
⑩
⑭

見

、

、

旋
律

「
」

部
分
、

先
行

「
」「

」

高

音

付

。

、

龍
笛

⑱

、

古

「
→

」
「

→

Ｄ」

可
能
性

指
摘

。

拙
稿

述

（

寺
内

二
○
○
四）

、

複

数

楽
譜
間

細

異
同

観
察

、

歴
史
的

変
化

手

発
見

場
合

。

龍
笛

篳
篥

唱
歌

異

系
統

。

差
異
、

家

伝
承

関

持

。

残
念

、

文
均

親

篳
篥

系
統

、

相
承

系
譜

直
接
的

は

ト

ラ

は

チ

ラ

を

す
る
と
い
う

い
が
あ
る
が

は
ほ
と
ん
ど

じ

で
あ

る

の

は

し
た
が
っ
て

の

に

し
て
い
る

エ

は

を

わ
ず

の

の
み

し
て
い
る

い
ず
れ
も

じ

フ
レ

ズ

さ
て

の

が

に
よ
く

て
い
る
の
は

の

り
で
あ
る
が

に

で

に
よ
く

た

を

つ
も
の
が
あ
る

フ
レ

ズ

で
は

の

の

と

だ
け
が

ハ

リ
ロ

ま
た
は

ハ
ア
リ
ロ

で

は

ハ

ア

と
な
っ
て
い
る

ハ

リ
ロ

は

ハ
ア
ラ
ロ

ハ

ラ
ロ
ヲ

の

と

く

の

を

べ
る
と

ノ

と
な
っ
て
い
る

つ
ま
り

の

で
は

の

を

く

ば
す
だ
け
の

で
あ
る

の
に

し
て

と

は

に

く

と

す
る

を

し
て
い
る
の
で
あ
る

さ
ら
に

こ
の

の

を

る
と

ハ
ア
ラ
ロ

ま
た
は
そ
れ
に

す
る

に
な
っ
て
い
る
の
は

と

ハ

ラ
ロ
ヲ

だ
け
で

そ
の

は

ハ
ア
ラ
ル
イ

ホ
ヲ
ロ
ル
イ

な
ど
の
よ
う
に

が

イ

が

い
て
い
る

こ
の
よ
う
な

ロ
イ

ル
イ

な
ど

は
フ
レ

ズ

に

ら
れ

い
ず
れ
も

で
は

イ

の

で

す

る

ロ

ル

よ
り

い

が

け
ら
れ
て
い
る

こ
の
こ
と
か
ら

の
フ
レ

ズ

で
も

く
は

ロ

イ

を

と
し
て
い
た

が

で
き
よ
う

す
で
に

で

べ
た
こ
と
が
あ
る
が

こ
の
よ
う
に

の

の
フ
レ

ズ
の

か
い

を

す
る
と

な

を
た
ど
る

が
か
り
を

で
き
る

が
あ
る

と

の

に

な
る

が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

こ
れ
ら
の

は

そ
れ
ぞ
れ

の

と
ど
の
よ
う

な

わ
り
を

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

な
が
ら

が

し
ん
で
い
た

が
ど
の

な
の
か

の

を

=

C#

C#

ー

ー

ー

ー

ー

二
五

三

『

文
均
譜』

二
重
性

背
景

の

と
そ
の



七
六

示

記
述

管
見

見
当

。

私

目

前

事
実

、『

文
均
譜』

全
般

採
用

唱
歌（

ａ
説）

、

同

天
王
寺
系
楽
人

『

元
鳳
譜』

『

京
大
文
均
譜』

共
通

特
徴

示

、

段

用

、

、

安
倍
系

譜

異

、

、

一
部

曲

、

明

後

段

使

唱
歌（

ｂ
説）

書

込

、

唱
歌

（

安
倍
姓）

東
儀
季
熈
撰

考

現
行「

明
治
撰
定
譜」

篳
篥
唱
歌

特
徴

共
通

。

季
熈
系

段

用

ｂ
説
、

仮

天
王
寺
系

正
統
的
唱
歌

、

ａ
説

天
王
寺
系

楽

家

中

、（
段

用
）

別
系
統

唱
歌

、

、

他
方
・
他
家

唱
歌

採
用

示

。

文
均

、

ａ
説

日
常
的

使
用

、

考

。

『

文
均
譜』

示

伝
承

「

二
重
性」

、

言

「

一
子
相
伝」

「

他
家

伝
承

漏

」

雅
楽
伝
承

関

一
般
的
理
解

異

、

文
均

一
人

楽
人

篳
篥

関

複
数

伝
承

習
得

立

場

、

実
践

意
味

。

背
景

、

当
時

楽
壇（

楽
人

音
楽
活
動）

、

楽

家
間

養
子
縁
組

状
況

。

日
記

、

文
均

普
段

演
奏
活
動

基
本
的

京
都
在
住

楽
人

行
。

、

奏
楽

行

行
事

規
模

点

、

参
集

楽
人

人
数

種
類

異

。

文
均
日
記

知

年
中
行
事

細

見

年
代

異

、

、（

一）

大
規
模

宮
中
行
事、（

二）

堂
上
公
家

私
邸

楽
会、

（

三）

三
方
及
第

練
習

本
番、（

四）

太
秦
氏
関
係

行
事

分

。（

一）

、

元
日
節
会

正
月
一
九
日
頃

舞
御
覧

、

南
都

天
王
寺
在
住

楽
人

上
京

、

三
方

楽
人

揃

宮
中

盛
大

舞
楽

披
露

。（

二）

に

す

は

で
は

た
ら
な
い

た
ち
の

の

に

と
し
て
あ
る
の
は

の

に
わ
た
っ
て

さ

れ
て
い
る

は

じ
く

の

や

と
も

す
る

を

し

エ

を

い
ず

か
つ

の

と
も

な
る
こ
と

そ
し
て

の

の
み
に

ら
か
に

か
ら
エ

を

う

が

き

ま
れ

こ
の

は

と

え
ら
れ
る

の

と

し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る

の
エ

を

い
る

を

に

の

と
す
る
な
ら
ば

は

の

の

に
も

エ

を

い
な
い

の

が
あ
る

も
し
く
は

か
ら
の

を

し
た
こ
と
を

す
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か

そ
し
て

は
む
し
ろ

の
ほ
う
を

に

し
て
い
た

と

え
ら
れ
る
の
で
あ
る

が

す
こ
の
よ
う
な

の

は

し
ば
し
ば

わ
れ
る

や

に

を

ら
さ
な
い

と
い
う

に

す
る

と
は

な
り

と
い
う

の

が

に

し
て

の

を

で
き
る

に
あ
っ
た

あ
る
い
は

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を

す
る

そ
の

に
は

の

の

と

の

み
の

が
あ
る

に
よ
れ
ば

の

の

は

に

の

と

う

た
だ
し

を

う

に
は

の

で
い
く
つ
か
の
レ
ベ
ル
が
あ
り

そ
れ
に
よ
っ
て

す
る

の

と

が

な
る

か
ら

ら
れ
る

は

か
く

る
と

に
よ
っ
て

な
る
が

お
お
よ
そ

な

の

に
お
け
る

の

と

の

な
ど
に

け
ら
れ
る

に
は

の

な
ど
が
あ
り

や

の

も

し

の

が

っ
て

で

に

を

す
る 二

六

二
七

三
・
一

楽
壇、

楽
人

音
楽
活
動

場

ま
た
は

の

の



七
七

、

四
辻
家、

菊
亭
家、

裏
辻
家

楽
会

西
園
寺
妙
音
天
講、

、（

三
方

問

）

京
都
在
住

楽
人

参
加

。

堂
上
公
家
邸

楽
会
、

残
楽

含

管
絃

催

、

四
辻、

綾
小
路、

菊
亭、

裏
辻

堂
上
公
家
数
名

主

絃

楽
器
、

地
下
楽
人

三
方
合

十
名
程
度
出
仕
、

管
楽
器、

打
楽
器（

場
合

絃
楽
器、

後
述）

演
奏

。

妙

音
天
講
、

西
園
寺
家

行

妙
音
天（

音
楽

神

）

祀

催

、

法
楽

奏
楽

奉
納

。

地
下
楽
人

三
方

問

在
京

数
名

参
加

、

助
演

。（

三）

楽
人

技
量
認
定

試
験

、

三
年

開

。

壱
越、

平
調、

双
調、

黄
鐘、

盤
渉、

太
食

六
調
子

楽
曲
各
五～

七
曲

課
題
曲
、

三
方

受
験
者

管
楽
器

技
量

審
査

。

審
査
員
、

三
方

各
々
八
名

出、

公
平

期

、

自
分

地
域
出
身

受
験
者

採
点

行

。

試
験

笙、

篳
篥、

笛

一
管
通

太
鼓、

鞨
鼓

加

形
式

行

。

新
入

試
験

受

「

中
藝」

、

中
藝

者

試
験

受

「

上
藝」

昇
進

。

及
第

、

楽
人

扶
持

外
、

「

中
藝
料」「

上
藝
料」

技
能
給

、

受
験
予
定

楽
人

試
験

前

集

相
当
熱
心

練
習

励
。

文
均
、

天
保
一
五（

一
八
四
四）

年、

三
四
歳

時
受
験
、

合
格

中
藝

昇
進、

次

弘
化
四（

一
八
四
七）

年

及
第

上
藝

昇
進

。

練
習

受
験
予
定
者

在
京

楽
人

自
宅（

含
・
実
家）

持

回

会
場

練
習

。

在
天、

在
南

者

上
京

練
習

参
加

。

（

四）

東
儀
家

始

天
王
寺

氏

関
連

行
事
、

大
規
模

、

四
天
王
寺
聖
霊
会（

二
月
二
二

日）

、

小
規
模

、

太
秦
廣
隆
寺

法
要、

太
子
講（
毎
月
二
二
日）

、

大
花
講（

毎
月
三
日）

。

、

聖
霊
会

四
天
王
寺

行

、

天
王
寺
系

楽
人

全
員
参
加

盛
大

法
会
、

在
京

者

泊

大
坂

下

参
加

。

廣
隆
寺

法
会

種
類

、

在
京

太

氏

楽
人

二
○
人
程
度
参
加

。

太
子

講、

大
花
講

数
名

行

小
規
模

、

在
京

天
王
寺
系
楽
人

持

回

自
宅

会
場

提
供
、

管
絃

五
曲
程
度

に
は

の

や

な
ど
が
あ
り

を

わ
ず

の

が

す

る

の

は

を

む

の

し
で
あ
り

な
ど
の

が

に

を

は

わ
せ
て

し

に
よ
っ
と

を

す
る

は

で

わ
れ
る

の

と
さ
れ
る

を

る

し
で

と
し
て

を

す
る

は

を

わ
ず

の
も
の

が

し

す
る

は

の

の
た
め
の

で

ご
と
に

か
れ

る

の

の

を

に

の

の

の

が

さ
れ
る

は

か
ら

ず
つ

を

す
た
め

の

の

の

は

わ
な
い

は

の

り
に

を

え
た

で

わ
れ
た

り
の
も
の
が

に

か
る
と

の

が
さ
ら
に

に

か
る
と

の
ラ
ン
ク
に

す
る

す
る
と

そ
れ
ぞ
れ

と
し
て
の

の

に

と
い
う

が
も
ら
え
る
た
め

の

は

の

か
ら

ま
っ
て

に

に

む

は

の

し

た
だ
ち
に

し
て

に

の

の

で

に

し
た

は

の
う
ち

の

の

を

ち

り
で

に
し
て

す
る

の

も
で
き
る
だ
け

し
て

に

す
る

は

を

め
と
す
る

の

に

す
る

で

な
も
の
と
し
て

な
も
の
と
し
て

の

な
ど
が
あ
る

こ
の
う
ち

は

で

わ
れ
る
も
の
で

の

が

す
る

な

で

の

は

り
が
け
で

ま

で

っ
て

す
る

の

は
い
く
つ
か

が
あ
る
が

の

の

が

し
て
い
る

は

で

う

な
も
の
で

の

が

ち

り
で

を

に

し

を

二
八

二
九

太



七
八

奉
納

催

。

、

文
均

天
王
寺
在
住

楽
人

一
緒

演
奏

、

三
方
及
第

除

、（

一）

正
月

節
会、

舞
御
覧

、（

四）

聖
霊
会

大
規
模

公
式
行
事

限

、

。

、

天
王
寺
系

楽
人

（

在
京
・
在
天）

一
方

演
奏

、

聖
霊
会

言

。

以
外
、

天
王
寺
系
楽
人

在
京

者

、

三
方

楽
人

混
合

合
奏
形
態

。

文
均

場
合、

天
王
寺

遠

親
戚

、

日
頃

顔

合

機
会

多

在
京

楽
人（

京
方、

南
都
方、

天
王
寺
方

）

方
、「

音
楽
的

」

親
密

想
定

。

文
均
、

規
模、

目
的、

顔

異

楽
壇

演
奏
機
会

横
断

、

場

成
立

「

場

流
儀」

音
楽
的

呼

、

使

分
、

実
践

。

楽
人

、

一
緒

合
奏

、

家

越

師
弟
関
係

結

。

、

時
折
問
題

起

。

次

示

豊
胖
秋

「

改
流」
事
件
、

例

一

。

事
件
、

文
均
日
記（

弘
化

元
年

一
八
四
四、

五
月
九
日
条）

見

、

南
都

楽
人
・
芝
葛
房

日
記

方

記
述

詳

（

弘
化
元＝

一
八
四

四
年
五
月
一
一
日
条）

、

参
照
、

概
要

見

。

京
都
方

笙

楽
人
・
豊
胖
秋（

一
八
一
六～

一
八
六
○）

代
々

家
門
弟

、

兄
・
豊
陽
秋（

一
八
一
二～

一
八
四
八）

門
弟

、

家

対
、

自
分

破
門

願

出
。

則
是（

一
七
八
九～

一
八
四
五）

、

家

諮

独
断

安
易

認

。

、

則
是

胖
秋

借
金

、

金

受

取

代

す
る

し
で
あ
る

こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は

が

の

と

に

す
る
の
は

を

け
ば

の

や

な
ど
の

な

に

ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る

し
か
も

の

だ
け
で

す
る
の
は

ほ
と
ん
ど

の
み
と

っ
て
も
よ
い

そ
れ

は

だ
け
で

あ
っ
て
も

の

の
サ

ク
ル
か

の

が

し
た

な
の
で
あ
る

の

の

い

よ
り

も

か
ら

を

わ
せ
る

の

い

の

に
か
か
わ
ら
ず

と
の

が

に

で
あ
っ
た
と

さ
れ
る

は

ぶ
れ
が

な
る
い
く
つ
か
の

あ
る
い
は

を

し
な
が

ら

そ
れ
ぞ
れ
の

で

し
た

の

も
し
く
は

コ
ン
セ
ン
サ
ス
と

べ
る
も
の
を

い

け

し
て
い
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

た
ち
は

に

す
る
だ
け
で
な
く

を

え
て

を

ぶ
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た

こ
れ
は

を

こ
す
こ
と
も
あ
る

に

す

の

も

そ
う
し
た

の

つ
で
あ
る

こ
の

は

に

え
る
が

の

の

の

が

が

し
い
の
で

そ
れ
を

し

を

る

の

の

は

で
あ
っ
た
が

の

に
な
り
た
い
た
め

に

し

を

し
て
く
れ
る
よ
う

い

た

は

で

る
こ
と
も
せ
ず

で
こ
れ
を

に

め
て
し
ま
っ
た

じ
つ
は

は

に

が
あ
り

を

け

る

わ
り

ー

三
・
二

家

越

子
弟
関
係、

養
子
縁
組

を

え
た

=

三
〇

�

�

�
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七
九

、

破
門

応

、

。

兄
・
陽
秋

、

弟

家
破
門

自
分

門
弟

四

殿

届

、（

相
談

、

勝
手

）

四

中
将
殿

不
承
知、

立
腹

、

陽
秋

御
楽
始

当
年

三
方
及
第
出
入

差

止

。

陽
秋、

胖
秋
兄
弟
、

両
人

篳
篥
奏

者
・
安
倍
季
随

息
子

、

父
・
季
随

四

殿

参
上

理
屈

述

、

四

殿

立

腹

、

。

後
日、

四

家

三
方

、

胖
秋

家

豊
家

「

改
流」

異
議

尋

、

異
議

、

四

家

件

承
認

。

、

六
月
末
日
、

四

家

則
是、

陽
秋、

胖
秋
三
名

対
、

今
回

楽
人
衆

不
都
合

申
立

認

、

以
後、「

私

」

破
門、

改
流

厳

咎

、

注
意

達

、

楽
人
衆

回
書

。

以
上

顛
末

。

、

、

豊
陽
秋

胖
秋
、

安
倍
家
出
身

養
子

。

、

胖
秋

年

、

則
是

笙

師
事

事
実

。

芝
家

日
記（

葛
房
記）

弘
化
元
年
冒

頭

楽
人

官
位

見

、

年、

豊
家

出
仕

陽
秋、

胖
秋、

徳
秋（

一
八
一
九～

一
八
四
五）

、

他
家

養
子

。

彼

父、

祖
父

、

二、

三
代
前

他
家

養
子

相
続

。

、

当
時、

豊
流

笙

父

子

伝
承

状
況

、

「

笙

家」

継
承

養
子

迎
、

伝
承
自
体

当
時
活
躍

他
家

演
奏
家

習
得

以
外

推

察

。

四

家

最
初「

不
承
知」
、

、

一
族

四

家

相
談

「

私

」

運

対

憤

、「

改
流」

、

背
景

鑑

止

認

得

状
態

。

、

陽
秋
自
身

養
子

考

、

陽
秋

伝
承

胖
秋

同
様、

他
家

相
伝

可
能
性

。

、

「

改
流」

形
式
的

留

考

。

に

に

じ
た
ら
し
い

と
い
う
の
で
あ
る

は
さ
っ
そ
く

が
こ
の
た
び

と
な
り

の

と
な
っ

た
こ
と
を

に

け
た
と
こ
ろ

も
せ
ず

に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
た
め

は

ご

に
な
り

ら
の

や

の

を

し

め
て
し
ま
っ
た

は

じ
つ
は

と
も

の

で
あ
っ
た
た
め

が

に

し
い
ろ
い
ろ

を

べ
た
と
こ
ろ

は
ま
す
ま
す

し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
も
の
で
あ
る

か
ら

そ
れ
ぞ
れ
に

を

か
ら

に

す
る
こ
と

に

が
な
い
か
ど
う
か
の
お

ね
が
あ
り

が
な
か
っ
た
の
で

も
こ
の

を

し
た

た
だ
し

に

か
ら

に

し

は

か
ら

の

が
な
か
っ
た
た
め

め
た
が

に

す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば

し
く

め
る

と
い
う

が

せ
ら
れ

の

と
な
っ
て
い
る

が
こ
と
の

で
あ
る

こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は

ま
ず

も

も

の

だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る

さ
ら
に

は
こ
の

ま
で

に

を

し
て
い
た
と
い
う

で
あ
る

の

の

の

を

る
と

こ
の

か
ら

し
て
い
る
の
は

だ
け

で

す
べ
て

か
ら
の

で
あ
る

さ
ら
に

ら
の

を
た
ど
る
と

い
ず
れ
も

ま
で
す
べ
て

か
ら
の

で

さ
れ
て
い
る

つ
ま
り

の

を

か
ら

へ

で
き
る

で
は
な
く

と
り
あ
え
ず

の

を

す
る
た
め
に
は

を

え

は
そ
の

し
て
い
る

の

か
ら

す
る

に
な
か
っ
た
と

さ
れ
る
の
で
あ
る

が

だ
っ
た
の
は

む
し
ろ

や

に

な
く

に

こ
と
を

ん
だ

こ
と
に

す
る

り
の
た
め
で
あ
り

そ
の
も
の
は

を

み
れ
ば

む
な
し
と

め
ざ
る
を

な
い

だ
っ
た
の

で
あ
る

た
だ
し

が

で
あ
る
こ
と
を

え
る
と

の

も

と

か
ら
の

の

が
あ

る

し
た
が
っ
て

こ
の

も
あ
く
ま
で

な
こ
と
に

ま
る
も
の
と

え
ら
れ
る �

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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八
〇

例

、

血
統、

伝
承

一
度
完
全

途
絶
、

別

補
充

「

家
名」

名
目
上
保

例

中
世

末、

江
戸
初
期

限

、

江
戸
時
代

通

大
変
多
。

背
景

、

南
谷

指
摘

（

南
谷

一
九
九
六）
、

三
方
一
七
家

（

計
五
一）

家

、

禁
裏、

幕
府

認

知
行
収
入

、

行
事
勤
仕

上
演
料

約
束

思

。

、

既
得
権
益

手
放

、「

家」

存
続

必
要

。

養
子
縁
組
、

文
均

家
族

無
縁

。

前
述

、

文
均
自
身

養
子

。

文
均

南
都
方

芝
葛

起（

一
七
七
○～

一
八
一
七）

三
男

一
八
一
一
年

生

、

葛
永（

一
八
○
一～

一
八
三
二）

葛
元（

一
八
○
八

～

一
八
四
一）

兄

、

在
京
天
王
寺
方
本
家

東
儀
文
暉

養
子

。

文
暉

実
子
・
文
静（

一
八
二
四～

一
八
七
一）

生

、

在
京
天
王
寺
方

分
家
・
東
儀
文
信

養
子

。

、

二
人
目

養
父
・
文
信（

一
八
○
一

～

一
八
一
七）

早

（

文
静

生

前

）

亡

、

文
均

文
信
家
相
続

形
式
上

、

芸

継
承

考

。

文
均

父

幼
少

折

亡

、

比
較
的
早

時
期

最
初

養
父
・

文
暉

養
子

、

芸

習
得

推
測

、

人

、

長

養
家

入

。

逆
、

養
子

行

後
、

実
家

親

同
居

例

。

興
味
深

、

文
均

三
人

息
子

、

異

家

継

。

長
男
・
磐
千
代＝

文
言（

一
八
四
七
生）

文
均

跡

継
、

在
京
天
王
寺
方（

兼
富
家）

継

。

持
管

篳
篥
、

舞

右
舞

。

楽
人

子
供

通
常、

八～

一
○
歳（

年
齢

数
）

童
舞

、

一
一
歳

叙
位、

後

大

人

交

本
格
的

行
事

参
加

。

文
均
日
記

、

文
言

嘉
永
七

安
政
元（

一
八
五
四）

年、

八
歳

時

在
京
天
王
寺
方

東
儀
如
雄（

頼
玄）

舞

手

受

、

正
月
一
九
日

宮
中

「

舞
御
覧」

〈

納
曽
利〉

こ
の

の
よ
う
に

が

に

え

ル

ト
か
ら
の

に
よ
っ
て

を

つ

は

に

っ
た
こ
と
で
は
な
く

を

じ
て

い

そ
の

に
は

が

す
る
よ
う
に

ず
つ

の

に

か
ら

め
ら
れ
た

や

に
よ
る

が

さ
れ
て
い
た
か
ら
と

わ
れ
る

つ
ま
り

を

さ
な
い
た
め
に
は

を
ど
う
し
て
も

す
る

が
あ
っ

た
の
で
あ
る

は

の

に
と
っ
て
も

で
は
な
い

の
よ
う
に

が

で
あ
る

は

の

の

と
し
て

に

ま
れ
た
が

と

と
い
う

が
い
た
の
で

の

の

と
な
っ
た

に

が

ま
れ

の

の

と
な
っ
た

た
だ
し

こ
の

の

は

く
に

が

ま
れ
る

に

く
な
っ
て
い
る
の
で

の

も
あ
く
ま
で

の
こ
と
で

の

は
な
か
っ
た
と

え
ら
れ
る

は

が

の

に

く
な
っ
て
い
る
の
で

い

か
ら

の

の

と
な
っ
て

を

し
た
の
で
は
な
い
か
と

さ
れ
る
が

に
よ
っ
て
は

か
な
り

じ
て
か
ら

に

る
こ

と
も
あ
る

に

に

っ
た

も

で

と

す
る

も
あ
る

い
こ
と
に

の

の

た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ

な
る

を

い
で
い
る

は

の

を

ぎ

を

い
だ

は

で

は

で
あ
る

の

は

は
す
べ
て

え

で

デ
ビ
ュ

し

で

そ
の

は

に

じ
っ
て

に

に

し
て
い
く

に
よ
る
と

は

の

に

の

か
ら

の

ほ
ど
き
を

け

の

の

で

の

ー

ー

三
三

三
四

=



八
一

童
舞

初

舞

。

翌
年

、〈

越
天
楽〉

残
楽

篳
篥

稽
古

吹

、

年、

文
均

大
花
講、

太
子
講

、

天
王

寺
方

諸
行
事

積
極
的

文
言

連

回

。

安
政
三（

一
八
五
六）

年

、

舞
楽

増
、

正

月
一
九
日、

舞
御
覧

〈

貴
徳〉

、

初
参
勤

二
月
二
二
日

四
天
王
寺
聖
霊
会

〈

胡
蝶〉

舞

。

安
政
四

（

一
八
五
七）

年、

一
一
歳

時、「

正
六
位
下
右
兵
衛
少
尉」

補

（

一
月
二
五
日
条）

、

以
後、

一
人
前

楽
人

宮
中

諸
行
事

参
勤

同
時
、

諸
寺
社

奏
楽、

舞
楽

行

。

万
延
元（

一
八
六
○）

年

元
服
、

天
王
寺
楽

人

組
合

加
入

（

二
月
二
三
日
条）

。

文
久
元（

一
八
六
一）

年

、

四

家

楽
会

加
入

認

（

四

月
一
四
日
条）

、

堂
上
公
家

楽
会

参
加

。

、

文
久
四
年

、

高
倉
家

衣
文
道

入
門

（

一
月
一
二
日
条）

。

一
方、

次
男
・
為
之
助＝

直
温（
一
八
五
○
生）

、

生

年

文
均

希
望

、

文
均

実
家

南
都
芝
寛

葛
家

再
興

。

、

直
温

芝
家

養
子

後

、

南
都

行
事

出
仕

時
以
外

京
都

文
均
邸

同

居

。

芝
家

専
門

笛

左
舞

。

文
均

専
門

、

南
都
方

楽
人

技

習
得

必
要

。

直
温
、

安
政
三（

一
八
五
八）

年、

九
歳

時

在
京
南
都
方

高
節

〈

迦
陵
頻〉

習

（

九
月
一
六
日
条）

。

翌
年

、

上
京

芝
葛
房（
一
八
一
三～

一
八
七
二）

龍
笛

中
小
曲

伝
授

。

年
一
一
月、

直
温

文
均

伴

南
都

下
向
、

二
六
日

若
宮

祭

東
遊

舞

。

、

祭

、

直
温

、

芝
葛
房

〈

抜
頭〉

〈

還
城
楽〉

舞
曲

相
伝

（

一
一
月
二
三～

二
八
日
条）

。

直
温

、

京
都

在
京
南
都
方

楽
人

家、

上
家、

奥
家

稽
古

参
加

、

芝
家

在
京

家

、

芝
家

人
間

上
京

折、

、

直
温

南
都
下
向

際
、

芝
家

伝
承

習
得

。

直
温

万
延

元（

一
八
六
○）

年
一
月
二
二
日

、「

正
六
位
下
右
近
衛
将
曹」

叙

。

直
温

参
加

、

南
都

春
日
祭、

若

を

め
て

っ
た

に
は

の

を

で

き

こ
の

は

な
ど

の

に

に

を

れ

っ
て
い
る

に
な
る
と

の
レ
パ

ト
リ

も

え

で

し
た

の

で
は

を

っ
て
い
る

の

に

さ
れ

の

と
し
て

に

す
る
と

に

の

を

う
よ
う
に
な
る

に
は

し

の

に

す
る

に
は

の

メ
ン
バ

の

も

め
ら
れ

の

に
も

す
る
よ
う
に
な
る

ま
た

に
は

の

に

し
て
い
る

は

ま
れ
た
そ
の

に

の

に
よ
り

の

で
あ
る

を

し
た

た
だ
し

は

の

な
っ
た

も

で
の

に

す
る

は

の

に

し
て
い
る

の

は

と

で
あ
る

い
ず
れ
も

の

で
は
な
い
た
め

の

か
ら

を

す

る

が
あ
る

は

ま
ず

の

に

の

か
ら

を

っ
て
い
る

に
は

し
た

か
ら

の

を

さ
れ
て
い
る

こ
の

は

に

わ
れ
て

に

し

の

お
ん

で

を

っ
て
い
る

ま
た

お
ん

の
あ
と

は

か
ら

と

の

も

し
て
い
る

は

ふ
だ
ん

は

で

の

の

で
の

に
よ
く

し
て
い
る
が

は

の

が
な
い
た
め

こ
の

よ
う
に

の

が

し
た

も
し
く
は

ら
が

し
た

に

の

を

し
て
い
る

は

に

に

せ
ら
れ
た

が

す
る
の
は

の

ー

ー

ー

�

�

�

三
五

三
六

三
七

三
八



八
二

宮

祭、

氷
室
祭

、

京
都

賀
茂
祭、

幕
末

復
興

北
野
臨
時
祭、

園
臨
時
祭

東
遊、

宮
中

舞
御
覧

舞
楽

他
寺
社

奏
楽、

舞
楽

。

三
男
・
依
稚＝

文
眞（

一
八
五
七
生）

、

文
久
二（

一
八
六
二）

年、

六
歳

時
、

在
京
天
王
寺
方

東
儀
如
雄

手

笛

稽
古

始

（

五
月
一
九
日
条）

、

文
久
三
年

南
都
方

久
保
光
亨（

専
門：

篳
篥）

請

養
子

、

光
利

改
名

（

一
一
月
四
日
条）（

専
門：

篳
篥
・
左
舞）

。

、

光
利

年
少

配
慮
、

養
父
・
光

亨
、

光
利

十
五
六
才

文
均

下

預

置
、

間、

久
保
家

篳
篥
譜

渡

、

稽
古

欲

、

申

出

。

実
際

、

慶
応
元（

一
八
六
五）

年、

光
利

一
○
歳

時、

光
亨

譜
面

文
均
邸

送

来

（

一
○
月
一
一
日
条）

。

時

、

光
利

如
雄

笛

稽
古

続

、

、

来

篳
篥
吹

任
務

備

文
均

篳
篥

稽
古

、

日
記

。

光
利
、

慶
応
二
年、

一
一
歳

時「

正
六
位
下
・
上
総
介」
任

。

、

京
都

文
均
邸
、

一
家

中

天
王
寺
流

篳
篥

右
舞（

文
均、

文
言）

、

南
都
流

篳
篥（

光
利）

、

南
都
流

左
舞、

東
遊（

直
温、

光
利）

、

南
都
流

笛（

直
温）

、

系
統

異

技
芸

伝
承
者

同
居

。
文
均

、

楽
譜

書
写

。

残
念

、

本
稿

分
析

篳
篥
譜『

文
均
譜』（

一
八
六
四
年）

『

京
大
文
均
譜』

、

日
記

日
時

一
致

記
録

見

。

、

文
均

自
身

専
門

篳
篥

加
、

笛
譜

琵
琶、

箏
譜

多
岐

内
容

譜

書
写

、

入
手

。

譜

実
態

不
明

多

、

文
均
日
記（

一
八
四
四～

六
六
年

範
囲）

抜

出
、

分
類

、

次

。

単

「

譜
面」

便

お
ん

の
ほ
か

の

に

さ
れ
た

な
ど
の

の

の

や
そ
の

の

な
ど
で
あ
る

は

の

に

の

の

ほ
ど
き

で

を

し

め
た
が

に

の

に

わ
れ
て

と
な
り

と

し
た

し
か
し

が
ま
だ

で
あ
っ
た
こ
と
を

し

は

を

ま
で
は

の

に

け

き

そ
の

の

な
ど
も

す
の
で

し
て
お
い
て

し

い

と

し

て
い
る

に

が

の

か
ら

な
ど
が

に

ら

れ
て

て
い
る

こ
の

ま
で

が

に
つ
い
て

の

を

け
て
い
た
の
か

あ
る
い
は

る

べ
き

き
と
し
て
の

に

え
て

か
ら

を

さ
れ
た
の
か

か
ら
は
わ
か
ら
な
い

は

の

に

じ
ら
れ
た

こ
の
よ
う
に

の

は

じ
つ
は

の

で

の

と

の

の

の

と

が

な
る
い
く
つ
か
の

の

が

し
て
い

た
の
で
あ
る

さ
て

は

い
く
つ
も
の

を

し
て
い
る

な
が
ら

で

し
た

と

は

に

が

す
る

は

え
な
か
っ
た

し
か
し

は

の

の

に

え

や

な
ど

に
わ
た
る

の

を

し
た
り

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

の

が

な
も
の
も

い
が

の

か
ら

き

し

す
る
と

の
よ
う
に
な
る

に

と
あ
る
も
の
は

祇

三
九

四
〇

三
・
三

文
均

書
写

楽
譜

が

し
た



八
三

宜
上
篳
篥
譜

入

。

篳
篥
譜（

類
推

）
八
十
八
曲
譜
面（

山
井
景
典

差
出）

一
八
五
一
年
四
月
一
九
日

東
儀
兼
陳
筆
篳
篥
譜（

江
戸

東
儀
文
郁

貰
受）

一
八
五
三
年
五
月
五
日

譜
面（

江
戸

近
江
三
上
藩
主
遠
藤
殿

差
出）

一
八
五
三
年
六
月
一
〇
日

譜
面（

名
護
屋

間
宮、

渡
邉、

高
木

差
下）

一
八
五
三
年
六
月
一
○
日

蘇
合
香
相
伝
之
譜（

前
田
又
八
郎

差
出）

一
八
五
四
年
四
月
二
九
日

八
十
八
曲
譜
面（

堀
川
筑
州

差
出）

一
八
五
四
年
八
月
一
六
日

譜
面（

江
戸

岡、

菊
岡

差
下）
一
八
五
四
年
八
月
二
七
日

八
十
八
曲
譜
面（

松
平
佐
渡
守
家
中
・
小
川

槙
島

差
出）

一
八
五
五
年
七
月
二
九
日

譜
面（

尾
州

差
下）

一
八
五
六
年
七
月
二
三
日

譜
面（

安
倍
季
資

依
頼、

差
出）

一
八
五
八
年
五
月
一
八
日

狛
楽
譜
面（

雲
州
森
脇

差
下）

一
八
六
○
年
二
月
一
七
日

譜
面（

四

侍
従
殿

進
呈）

一
八
六
一
年
五
月
三
○
日

蘇
合
香
相
伝
譜（

真
友
寺

差
下）

一
八
六
五
年
五
月
二
九
日

譜
面（

山
井
景
典

差
出）

一
八
六
五
年
九
月
二
三
日

譜
面（

南
都
・
久
保
光
亨

光
利

）

一
八
六
五
年
一
○
月
一
一
日

蘇
合
香
相
伝
譜（

濃
州
了
應
寺

差
下）

一
八
六
五
年
一
二
月
五
日

に

れ
る

お
よ
び
そ
れ
と

さ
れ
る
も
の

へで

よ
り

の

へ

の

へ

へ

へ

の

へ

と

へ

へ

か
ら

へ
へ

へ

へ

か
ら

へ

へ

四
一

�



八
四

譜
面（

岡
昌
次

差
出）

一
八
六
六
年
三
月
一
七
日

仮
名
譜（

山
井
家

依
頼、

差
出）

一
八
六
六
年
四
月
一
八
日

譜
面
六
冊（

参
州
新
家

差
下）

一
八
六
六
年
五
月
一
六
日

蘇
合
香
三
帖、

破、

急
御
伝
授、

御
譜
渡（

菊
亭

進
呈）

一
八
六
六
年
五
月
二
七
日

八
十
八
曲
譜
面（

常
盤
丸
殿

差
上）

一
八
六
七
年
四
月
一
七
日

笛
譜山

井
流
笛
仮
名
譜
黄
皿
太
三
調（

多
忠
以

依
頼、

差
出）

一
八
五
五
年
五
月
二
四
日

芝
葛
房

黄
蘇
合
香
仮
名
譜
届
、

座
主
宮

進
呈

一
八
五
七
年
一
一
月
一
九
日

横
笛
譜（

青
木
佐
源
次

当
春
借
進

返
却）

一
八
六
○
年
九
月
九
日

龍
笛
＋
琵
琶
・
箏
譜

芝
家
笛
譜

伏
見
宮
琵
琶
譜（

安
倍
季
資

入
手）

一
八
五
五
年
五
月
二
四
日

芝
家
笛
譜

伏
見
宮
流
琵
琶

手

付

進
呈（

粟
田
座
主
宮

依
頼）

一
八
五
五
年
七
月
一
一
日

笛
譜

琵
琶、

箏

手

付

（

長
吏
宮

依
頼）

安
倍
季
良

差
出

一
八
五
五
年
一
一
月
七
日

双、

黄、

皿、

太
譜
面（

粟
田
座
主
宮

下

）
一
八
五
六
年
七
月
一
九
日

琵
琶
手
付
横
笛
譜
納

（

粟
田
座
主
宮

進
呈）

一
八
五
六
年
九
月
一
四
日

琵
琶
・
箏
譜

三
五
要
略
・
仁
智
要
略
書
写

一
八
五
○
年
四～

五
月

三
五
要
録、

三
五
中
録（

前
年、

関
東

古
川

借
用

返
済）
一
八
五
四
年
三
月
二
三
日

琵
琶
譜（

菊
亭

五
月

依
頼

書
写

出
来、

差
出）

一
八
六
一
年
九
月
一
八
日

へ
か
ら

へ

へ

へ

か
ら
の

か
ら

き

へ

か
ら

し
た
も
の

と

か
ら

に

の

を

け
た
も
の

の

に

の

を

け
た
も
の

か
ら
の

へ

よ
り

さ
れ
る

め
る

へ
の

か
ら

し
た
も
の
を

か
ら

に

さ
れ
た

が



八
五

箏
譜
面（

上
真
節

依
頼、

差
出）

一
八
六
一
年
一
二
月

琵
琶
平
調
譜（

菊
亭

下

）

一
八
六
六
年
五
月
二
七
日

琵
琶
八
十
八
曲（

裏

進
呈）

一
八
六
六
年
六
月
二
九
日

類
箏
治
要
校
合

一
八
六
七
年
一
〇
月
二
三
日

催
馬
楽

免
許
状
及

譜
面（
持
明
院
殿

下

）

一
八
六
七
年
七
月
二
五
日

楽
書群

書
類
聚
楽
部
十
三
冊（
江
戸

加
藤
正
三
郎

餞
別

入
手）

一
八
五
三
年
五
月
八
日

群
書
類
衆
有
職
部
十
四
冊（
江
戸

加
藤
正
三
郎

届

）

一
八
五
四
年
四
月
二
七
日

胡
琴
教
録
校
合

一
八
六
三
年
三
月
一
○
日

右

、

篳
篥
譜

関

、

山
井
景
典

楽
人
仲
間

他、

地
元
京
都

、

江
戸、

美
濃、

尾
張、

三

河

町
人、

武
家、

僧
侶

素
人
弟
子

大
量

譜
面

与

。

笛
譜

、

楽
人
仲

間、

弟
子、

粟
田
口

青
蓮
院
座
主
宮
・
尊
融（

一
八
二
四～

一
八
九
一）

依
頼

書
写

多

。

青
蓮
院
座
主
宮

依
頼

、

単
独

笛
譜

、

琵
琶、

箏

楽
譜

併
記

多

。

、

尊
融
法
親
王（

後

久
邇
宮
朝
彦
親
王）

琵
琶

伝
承

伏
見
宮
家

出
身

。

文
均

、

座
主
宮

稽
古

参
殿

。

文
均

、

菊
亭
家、

裏

家

出
入

、

堂
上
家

篳
篥

伝
授

交
換
、

絃
楽
器

朗
詠

習
得

思

、

本
来、

地
下
楽
人

伝
承

箏、

朗
詠
、

堂
上

楽
会

演
奏
・
演
唱

例

見

。

一
八
六
六
年
五
月

菊
亭
家

与

「

琵
琶
平
調
譜」

、

か
ら
の

か
ら

さ
れ
る

へ

び

か
ら

さ
れ
る

で

か
ら

と
し
て

の

か
ら

く

に
よ
る
と

に

し
て
は

の
よ
う
な

の

だ
け
で
な
く

の

な
ど
の

た
ち
に

の

を

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

に
つ
い
て
は

の

な
ど
か
ら
の

と
し
て

す
る
こ
と
が

い
よ
う
で

あ
る

の

は

の

で
は
な
く

の

を

し
た
も
の
が

い
こ
と
が
わ
か
る

ち

な
み
に

の

は

を

す
る

の

で
あ
る

は

に

を
つ
け
る
た
め
に
し
ば
し
ば

し
て
い
る

は
ま
た

な
ど
に
も

り
し

こ
れ
ら
の

に

を

す
る
の
と

に

や

も

し
た
と

わ
れ

は

し
な
い
は
ず
の

を

の

で

し
て
い
る

が
い
く
つ
か

ら
れ
る

に

か
ら

え
ら
れ
た

は

�

�

四
二

四
三

四
四

四
五



八
六

文
均

菊
亭
家

「

蘇
合
香
三
帖、

破、

急」

伝
授

見
返

考

。

文
均

自

専
門
以
外

楽
器、

流
派

伝
承

知

立
場

。

以
上

踏

上

、『

文
均
譜』

二

異

唱
歌

書

意
味

一
度
考

。

一
般
的

楽
譜

機
能

考

、

自

備
忘
録

、

誰

与

、

今
現
在
実
践

伝
承

書

留

場
合
、

家

伝
統

「

姿」

伝

引

継
、

書

写

場
合

想
定

。

、

見

豊
胖
秋

例

、

家

断
絶
、

家

伝
承

習
得

養
子

豊
家

継

場
合

、

豊
家

楽
譜

保
持

、

規
範

、

「

復
元」

、「

家

伝
承」

主
張

。

、『

文
均
譜』

ａ
説

ｂ
説

当

証
明

手

。

、

ａ
説

全
曲

渡

使
用

考

実
践
譜

可
能
性

大

。

何

理
由

後
天
的

獲
得

ｂ
説
、

文
均

説

入

替

記

。

『

文
均
譜』

書

二

唱
歌
、

異

説

整
理
、

記

、

自
家

伝
承

相
対
化

作
業

。

複
数

説

併
記

、

平
安
時
代
末

琵
琶
譜『

三
五
要
録』

、

箏
譜『

仁
智
要
録』

催
馬
楽

「

源
家
説」「

藤
家
説」

併
記

思

起

。

、『

三
五
要
録』『

仁
智
要
録』

「

併
記」

形

対
、『

文
均
譜』

元

説（

ａ
説）

消

、

ｂ
説

書

替

、「

併
記」

元
説

「

否
定」

。

何

理
由
、

ｂ
説

方
「

優
先

」

必
要

。

、

明
治

三（

一
八
七
○）

年

撰
定

開
始

「

明
治
撰
定
譜」
、

結
果

ｂ
説

系
統

採
用

。

、

江
戸
時
代

唱
歌
譜

分
析

進

。

、

現
時
点

唱
歌

系
統

関

決
定
的

結
論

下

。

今
後、

唱
歌
譜

発
掘

分
析、

楽
壇

研
究

積

重

、

江
戸
時

代

雅
楽
伝
承

実
態

明

望

。

本
稿

議
論

一

幸

。

が

に

を

し
た

り
と

え
ら
れ
る

こ
の
よ
う
に

は

ら
の

に
い
く

つ
か
の

の

を

り
う
る

に
い
た
の
で
あ
る

を

ま
え
た

で

に

つ
の

な
る

が

か
れ
た

を
も
う

え
る

に

の

を

え
る
と

ら
の

と
し
て

あ
る
い
は

か
に

え
る
た
め

し
て
い
る

を

き

め
た

と

の

と
し
て
の

あ
る
べ
き

と
し
て

え
ら
れ
た
も
の
を

き

ぎ

き

す

が

さ
れ
る

た
と
え
ば

す
で
に

た

の

の
よ
う
に

す
で
に

が

し

の

を

し
た

が

を

ぐ

で
も

も
し

に

が

さ
れ
て
い
れ
ば

そ
れ
を

と
し
て

あ
る
い
は
そ
れ
を
も
と
に

す
る
な
ど
し
て

の

を

で
き
る

か
も
し
れ
な
い

ひ
る
が
え
っ
て

と

が
そ
の
ど
ち
ら
に

た
る
の
か
を

す
る

だ
て
は
な
い

し
か
し

が

に

っ
て

さ
れ
て
い
た
こ
と
を

え
る
と
こ
ち
ら
の
ほ
う
が

だ
っ
た

が

き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か

ら
か
の

で

に

さ
れ
た

を

は
も
と
の

と

れ

え
て

し
た

に

か
れ
た

つ
の

は

な
る

を

し

す
こ
と
に
よ
っ
て

の

を

す
る

と
と

ら
え
る
こ
と
も
で
き
る

こ
の
よ
う
な

の

の

は

の

に
お
け

る

の

の

を

い

こ
さ
せ
る

し
か
し

が
あ
く
ま
で

の

を
と
る
の
に

し

は

の

が
ミ
セ
ケ
チ
で

さ
れ

に

き

え
ら
れ
て
お
り

で
は

な
く

の

で
あ
る

ら
か
の

で

の

を

さ
せ
る

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

ち
な
み
に

か
ら

が

さ
れ
る

は

と
し
て

の

が

さ
れ
て
い
る

い
ず
れ
に
し
て
も

の

の

は
あ
ま
り

ん
で
い
な
い

そ
の
た
め

で
は

の

に

す

る

な

を

す
こ
と
が
で
き
な
い

さ
ら
な
る

の

と

の

が

み

ね
ら
れ

の

の

が

ら
か
に
な
る
こ
と
が

ま
れ
る
が

が
そ
の
た
め
の

の

つ
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば

い
で
あ
る

�

四
六



八
七

一

他、

一
部

楽
人
、

江
戸
城
紅
葉
山

将
軍

霊
廟

奏
楽

奉
仕

下
向
、

子
孫

紅
葉
山
楽
人

活
動

。

江
戸
初
期

楽
人

継
嗣

状
況

南
谷

論
考

（

南
谷

一
九
九
○）

、

拙
稿

扱

、

参
照

（
寺
内

二
○
一
○
ａ、

ｂ）

。

二

『

日
本
古
典
全
集』

活
字
化

、

復
刻
版

出

。

本
稿

復
刻
版

参
照

。

三

現
代
日
本
語

行

発
音

両
唇
音

発
音。

雅
楽

唱
歌

、

古

発
音

残

。

四

巻
第
十
二、

第
十
八「

安
譜」

、〈

春
鶯
囀
颯
踏〉〈

胡
飲
酒〉〈

酒
胡
子〉〈

萬
歳
楽〉〈

五
常
楽〉〈

慶
雲
楽〉〈

喜
春
楽〉〈

桃
李
花〉〈

海
青

楽〉〈

採
桑
老〉〈

鳥
向
楽〉〈

青
海
波〉

数
例

引
用

、

笛

指
孔

唱
歌

記

。

五

外
題「

龍
笛
案
譜
之
記

全」
。

内
題「

龍
笛
案
譜
之
記」

。

印
記「

東
京
音
楽
学
校
図
書
印」「

白
河」「

楽
亭
文
庫」「

桑
名」「

立
教
館
図
書
印」

。

六

文
末

「

此
本
二
品
式
部
卿
貞
致
親
王
正
筆
也」

一
文

有

。

七

奥
書

以
下

通

。「

右
龍
笛
假
字
譜
者
依

大
夫
将
監
賀
茂
縣
王
清
豊

息
女
所
望
書
写
之
令
附

與
訖

延
宝
八
庚
申
暦
仲
春
良
日

正

五
位
下
行
修
理
亮
太
秦
兼
頼」

。

八

資
料

目
録
化

（『

菊
亭
文
庫
目
録』）
、

化

。〈

五
常
楽
急〉

目
録

口
絵
写
真

掲
載

。

九

後
述

、

安
倍
季
資

在
京
天
王
寺
方

東
儀
文
均

粟
田
座
主
宮（

青
蓮
院
門
跡）

・
尊
融（

伏
見
宮
家
出
身）

出
入

、

笛
譜

琵
琶、

箏

手

加

楽
譜

作
成

依
頼

（

東
儀
文
均

日
記、

安
政
二～

三
年

記
述）

。

一
〇

、

一
部

譜

不
掲
載

（
『

兼
頼
譜』
双
調、

黄
鐘
調

楽
曲

欠

）

、

他
譜

比
較

行

。

一
一

巻
第
五「

催
馬
楽」

龍
笛
譜

、「

明
治
七
年
十
二
月

本
文
之
通
取
調
候
事

大
伶
人
上
真
節（

印）

大
伶
人
山
井
景
順（

印）」

。

、

催
馬
楽

篳
篥
譜

、「

明
治
七
年
十
二
月

本
文
之
通
取
調
候
事

大
伶
人
東
儀
季
熈（

印）」

。

唐
楽、

高
麗
楽

龍
笛、

篳
篥
譜

、

撰
者
名

示

。

こ
の

の

は

の

の

な
ど
で
の

に

す
る
た
め

し

も

と
し
て

し
た

の

の

の

に
つ
い
て
は

の

が
あ
り

で
も

っ
た
の
で

そ
ち
ら
を

さ
れ
た
い

に

さ
れ

も

て
い
る

は

を

し
た

の
ハ

の

で
は
な
く

の

の

で
は

こ
の

い

が

っ
て
い
る

に

な
ど
か
ら

ず
つ
フ
レ

ズ
が

さ
れ

の

と

が

さ
れ
て
い
る

に

の

を

す
る

は

の

り

こ
れ
ら
の

は

さ
れ

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

も
さ
れ
て
い
る

は

の

に

さ

れ
て
い
るす

る
よ
う
に

は

の

と
と
も
に

の
も
と
に

り
し

に

の

を

え
た

の

を

さ
れ
て
い
る

の

の

た
だ
し

の

に

の
も
の

た
と
え
ば

で
は

の

を

く

は

で

を

っ
た

の

に

と
あ

る

ち
な
み
に

の

に
は

と
あ
る

の

に
は

は

さ
れ
て
い
な
い

ー

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／



八
八

一
二

前

小
拍
子

末
尾

始

、

洋
楽

音
型。

一
三

懸
吹

「
」

唱
歌

、

篳
篥

音
型

連
想

（

後
述）

。

一
四

『
貞
致
譜』

『

尊
常
譜』

同
一

、

時
代

差

、

両
譜

伏
見
宮
家

人
物

撰

、

考

。

一
五

兼
頼

江
戸
時
代
前
期

楽
人

、

段

含

天
王
寺
系

笛

楽
譜

、

平
出
久
雄

、

天
王
寺
系

笛

家

岡
昌
勝

（

昌
和）（
一
八
五
二～

一
八
七
二）

保

（

平
出

一
九
五
九

一
九
八
九：

付
表
＋
系
図、

三
三

注
六
五）

。

一
六

大
神
景
貫

帝
師

光
格
天
皇（

一
七
七
一～

一
八
四
○）

〈

萬
秋
楽〉

伝
授

時

伝
授
譜
草
稿

安
倍
季
随

書
写

写

本

宮
内
庁
書
陵
部

伝
（『

萬
秋
楽
仮
名
譜』

伏
八
八
三）

。

景
貫

実
兄

安
倍
家

養
子

行
、

安
倍
季
任（

一
七
○
四～

一
七
五
八）

。

季
随

季
任

孫。

詳

寺
内

二
○
一
○
ｂ

参
照。

一
七

、

安
倍
家

中
世
末、

安
倍
季
正

出
家

折、

家

断
絶

、

新

多
忠
季

次
男

養
子

向

、

一
五
七
五
年

季
房

（

一
五
六
五～

一
六
一
九）

安
倍
家

継

。

季
房
、

南
都
方

久
保
光
成

篳
篥

伝
承

受

、

『

狛
氏
新
録』

（

国
会
図
書
館
蔵
本）

。

詳

寺
内
二
○
一
○
ｂ
参
照。

一
八

紅
葉
山
楽
人

、『

武
鑑』

、

常
時
八～

一
○

楽
家（

国
会
図
書
館
蔵、

狛
氏『

楽
所
録』

中「

官
位
次
第」

、

一
六

～

七
人

楽
人）

、

東
照
宮

奏
楽

勤
仕

。

一
九

「

胡」「

陪」「

殿」「

陵」

多
数。

二
〇

〈

賀
殿
急〉〈

迦
陵
頻
急〉〈

胡
飲
酒
破〉〈

三

塩
急〉〈

五
常
楽
急〉〈

陪
臚〉〈

慶
徳〉〈

越
天
楽〉〈

太
平
楽
急（

合
歓
塩）〉

。

、

管
絃

会

演
奏

頻
度

高

楽
曲

。

二
一

文
均

日
記

登
場

弟
子

一
人

「

堀
川
筑
州」
、

久
民

思

。

堀
川
家

徳
大
寺
家
諸
大

夫、

藤
原
氏（『

地
下
家
伝』）

。

二
三

東
北
大
学

『

文
均
譜』

ａ
説

、

上
書

元

譜
字

判
読

箇
所

少

、『

京
大
文
均
譜』

、

の

の

か
ら

ま
る

の
ア
ウ
フ
タ
ク
ト
の
よ
う
な

の
な
い

リ
イ
ヤ

の

は

の

を

さ
せ
る

と

が
ほ
ぼ

な
の
は

の

は
あ
る
が

と
も

の

の

で
あ
る
か
ら

と

え
ら
れ
る

は

の

で
あ
る
が

エ

を

む

の

の

は

に
よ
れ
ば

の

の

の

ま
で

た
れ
て
い
た

ペ

ジ

が

と
し
て

に

を

し
た

の

を

が

し
た

が

に

わ
る

の

は

に

に

き

と
な
っ
た

は

の

し
く
は

を

た
だ
し

は

が

し
た

が

し

た
に

の

を

に

か
え

に

と
し
て

を

い
だ

こ
の
と
き

は

の

か
ら

の

を

け
た

と

に
は
あ
る

し
く
は

は

に
よ
れ
ば

の

に
よ
れ
ば

の

で

の

な
ど
に

し
て
い
た

ほ
か

い
ず
れ
も

の

な
ど
で

さ
れ
る

の
も
っ
と
も

い

で
あ
る

の

に
し
ば
し
ば

す
る

の

に

が
お
り

こ
れ
が

の
こ
と
と

わ
れ
る

は

の

は

き
さ
れ
て

の

が

で
き
な
い

が

な
く
な
い
が

に
よ
っ
て

か

／

ー



八
九

な
り

う
こ
と
が
で
き
る
と

わ
れ
る

の

は

の

と
さ
れ
る

の

の

か

か

と
し
な
い
が

で
は

と
し
て
い
る

で
も

の

の

で

こ
の

に

す
る

ま
で
に

す
る

の

を

し
た
が

な
が
ら

の

が

く

か
ら
は

す
る

の

き
を

で

き
な
か
っ
た

と

が

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

の

の

が

に

え
ら
れ
る

は

を

し
て

に

ら

と

し
く

わ
っ
て
い
る

な
お

は

に

で

し
て
い
た

か
ら

と
し

て

を

さ
れ
て
い
る
が

こ
の

に
つ
い
て
は

の
と
こ
ろ

で
あ
る

は

で

ら
の

に
あ
た
る

は

の

で

が

の

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

ノ

を

ニ

フ
キ

エ
バ

フ
ツ

カ
ニ

ツ
ヤ
ナ
ク

イ
ヤ
シ
ク

ヘ
テ
ア
シ

ノ

ノ

ク

ニ

テ

ベ
キ

と

べ
て
い
る

の

に
つ
い
て
は

を

に

し
た

の

を

の
こ
と

そ
れ
に
よ
る
と

と

の

に
は

の

が
あ
っ
た
た
め

た
と
え
ば

に

し
て
も

に
は

の

が

け
ら
れ
な
い
な
ど
の

が
あ
っ
た
ら
し
い

に
よ
る
と

の

は
ほ
ぼ

な
も
の
と
い
う

の

は

か
ら
の

と
い
う

で
あ
る
が

の
ほ
う
は

の

か
ら

い
た

に
な
っ
て
い
る

補

思

。

二
四

最
上
段

「

伝
・
後
陽
成
天
皇
宸
筆
譜」

、

後
陽
成
天
皇

宸
筆

伏
見
大
社
蔵

〈

越
天
楽〉

仮
名
譜。

龍
笛
譜

篳
篥
譜

判
然

、

先
行
研
究

龍
笛
譜

（

仲
村

二
○
○
○）

。

本
論

、

唱
歌

音
節

点

、

説

同
意

。

参

考

掲
載

。

二
五

『

新
浄
安
院
譜』『

季
資
譜』

指
孔

確
認

、

残
念

譜
字

脱
落

多

、

指
孔

上
行

旋
律

動

確
認

。

二
六

『

元
鳳
譜』

『
文
均
譜』

ａ
説

類
似

、

文
均

江
戸
下
向
時

交
流

背
景

考

。

文
均

嘉
永
六

（

一
八
五
三
年）

美
濃、

尾
張

経
由

、

二
月
二
五
日～

五
月
八
日、

江
戸

滞
在。

東
儀
元
鳳、

岡
昌
輪、

東
儀
季
達、

東
儀
勝
長、

多
久

泰、

多
時
久

多
久
臣

、

紅
葉
山
楽
人

親

交

。

、

文
均

帰
京
時

浅
草

隠
居

東
儀
文
郁

餞
別

「

兼
陳
書
篳
篥
譜」

贈
与

、

譜

現
在

未
詳

。

東
儀
兼
陳（

一
六
七
三～

一
七
五
四）

在

京
東
儀
本
家

、

文
暉、

文
静

先
祖

。

二
七

東
儀
兼
頼

『

龍
笛
吹
艶
之
事』

中
、

自
身

天
王
寺

楽
人

「

天
王
寺
流

頌
歌

心

持、

候

、

吹
音
聲

ゝ

、

、

聞

。

南
都

頌
歌

如

心

持

吹

也」

述

（

寺
内

二
○
一
○
ｂ

：

二
○）

。

二
八

三
方
及
第

実
際

、

文
均
日
記

詳
細

分
析

南
谷
美
保

研
究

参
照

（

南
谷

一
九
九
六）

。

、

中
藝
料

上
藝
料

給
付

人
数

枠

、

中
藝

昇
進

、

実
際

中
藝
料

給
付

受

例

。

二
九

南
谷

、

文
均

昇
進
年
齢

平
均
的

（

南
谷

一
九
九
六：

二
二
九）

。

三
〇

文
均
日
記

記
述
、

四

家

通
知

形

、

葛
房
日
記

、

家

則
察

直
接
聞

話

。

�

�



九
〇

三
一

多
忠
得
三
男。

三
二

多、

安
倍、

岡、

芝

家

迎

。『

地
下
家
伝』

、

平
出
久
雄
編「

雅
楽
相
承
系
譜」（

平
出

一
九
五
九

一
九
八
九）

参
照。

三
三

文
均

、

何
人

男
子

生

、

成
人

楽
道

継

紹
介

三
名

、

年
長

長
男、

次
男、

三
男

。

三
四

南
都
方、

近
敦
男、

東
儀
如
壽

養
子

。

三
五

父
・
文
均

衣
文
道

習
得

、

楽
人
仲
間

四

家
等

行
事

時

着
付

手
伝

。

三
六

文
均
日
記、

嘉
永
三（
一
八
五
○）

年
七
月
廿
七
日
条、

九
月
二
日
条、

十
月
七
日
条、

十
一
月
八
日
条

関
連

記
述

。

時

文
均

兄
・
葛
元

死
去

九
年

過

、

直
温

一
端
完
全

絶

家
流

再
興

。

三
七

文
均
一
家

弘
化
二（

一
八
四
五）
年
一
○
月

慶
応
二（

一
八
六
六）

年
七
月

畠
山
町（

現
・
京
都
市
上
京
区
役
所
付
近）

、

慶

応
二
年
七
月

、

今
出
川
・
堀
川
北

、

北
船
橋
町

住

（

明
治
維
新
後、

東
京

転
居

）

。

、

幕
末

在
京
楽
人

住
居

、

国
会
図
書
館
蔵、

在
京
南
都
方
・

家
『

楽
所
録』（

第
九
六
冊「

春
日
祭
御
用
之
記」）

程
度
判
明

。

三
八

二
曲

、

南
都

只
拍
子（

洋
楽

四
分

六
拍
子

）

舞

、

芝
家
伝
来

。

同

二
曲

天
王
寺

伝
承

、

夜
多
羅
拍
子（

四
分

五
拍
子）

舞

。

三
九

前
年、

一
八
六
二
年

八
月
二
九
日

光
亨

養
子
・
光
條

死
去

、

跡
継

考

。

四
〇

文
均
日
記、

文
久
三（

一
八
六
三）

年
十
月
廿
四
日
条。

四
一

先

紹
介

『

京
大
文
均
譜』（

堀
川
久
民

印

）

年
記

安
政
二
年

、

文
均

日
記

、

前
年

八
月
一
六
日

堀
河
筑
州

八
十
八
曲
譜
面
冩
進

記
述

見

。

日
時

一
致

不
審。

別

譜
面

。

四
二

文
均

教

素
人
弟
子

南
谷
美
保

論
考

整
理

、

参
照

（

南
谷

な
ど
の

か
ら

え
て
い
る

な

ど

に
は

か

が

ま
れ
た
が

し

を

い
だ
の
は
こ
こ
に

す
る

な
の
で

か
ら

と

す
る

の

と
な
る

は

を

し

や

の

の

の

け
を
し
ば
し
ば

っ
て
い
る

な
ど
に

す
る

が
あ
る

こ

の

す
で
に

の

が

し
て
か
ら

が

ぎ
て
お
り

は

に

え
た

を

し
た
こ
と
に
な
る

は

か
ら

ま
で

に

か
ら
は

の

に

ん
で
い
た

に

す
る
ま
で

な
お

の

の

は

の

な
ど
か
ら
あ
る

す
る

こ
の

は

で
は

の

の

に
あ
た
る
リ
ズ
ム

で

わ
れ

の
レ
パ

ト
リ

と
さ
れ
る

じ

は

で
も

さ
れ
て
い
る
が

こ
ち
ら
は

の

で

わ
れ
る

の

に

の

が

し

ぎ
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
と

え
ら
れ
る

に

し
た

の

あ
り

の

は

で
あ
る
が

の

に
は

そ
の

の

に

へ

し
た
と
い
う

が

え
る

が

せ
ず

の

か

が

え
た

の
ネ
ッ
ト
ワ

ク
に
つ
い
て
は

の

で
よ
く

さ
れ
て
い
る
の
で

さ
れ
た
い

／

�

�

�
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九
一

一
九
九
三、

一
九
九
四）

。

四
三

京
都
大
学
附
属
図
書
館

、

文
均
撰

、

篳
篥

箏

手

付

楽
譜

（
）

。「

此
譜
猥
不
可
許
外
見
者
也

文
久
二

年
壬
戌
林
鐘

従
四
位
下
行
近
江
守
太
秦
文
均
宿
禰」

奥
書

有

。

四
四

伏
見
宮
邦
家
親
王
王
子。

一
八
三
八
年、

興
福
寺
一
乗
院
門
主。

一
八
五
二～

五
九
年、

青
蓮
院
門
主。

四
五

管
見

文
久
二（

一
八
六
二）

年
以
降

見

。

四
六

蒲
生
美
津
子

笛
〈

乱
声〉

関

考
察（

蒲
生

一
九
八
六）

、

仲
村
由
樹

「

伝
後
陽
成
天
皇
宸
筆、

越
天
楽
譜」

研
究（

仲
村

二
○
○
○）

、

遠
藤
徹
・
清
水
淑
子
・
前
島
美
保

紀
州
徳
川
家
伝
来
雅
楽
譜

報
告（

遠
藤
・
清
水
・
前
島

二
○
一
一）

。

遠
藤
徹
・
清
水
淑
子
・
前
島
美
保

二
○
一
一「

紀
州
徳
川
家
伝
来

雅
楽
譜

」『

紀
州
徳
川
家
伝
来
楽
器

研
究』（

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
報
告、

第
一
六
六

集）

七～

七
九
頁。

蒲
生
美
津
子

一
九
八
六
ａ「

明
治
撰
定
譜

成
立
事
情」『

音
楽

音
楽
学～
服
部
幸
三
先
生
還
暦
記
念』

東
京、

音
楽
之
友
社、

二
○
五～

二
三
八
頁。

一
九
八
六
ｂ「

乱
声
小
考」『

諸
民
族

音』（

小
泉
文
夫
追
悼
記
念
論
文
集）

東
京、

音
楽
之
友
社、

二
三
七～

二
五
六
頁。

専
修
大
学
図
書
館

一
九
九
五『

菊
亭
文
庫
目
録』

。

寺
内

直
子

二
○
○
四「

江
戸
時
代
初
期

龍
笛
唱
歌

関

一
考
察」『

国
際
文
化
学
研
究』
二
二
・
二
三、

一～

二
八。

に
は

で

に

の

を

け
た

が
あ
る

カ

の

を

す
る

で
は

し
ば
し
ば

ら
れ
る

の

の

に

す
る

の

の

に
よ
る

の

な
ど
が
あ
る

の

に
つ
い
て

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

の

と

の

に
お
け
る

に

す
る
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/32
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九
二

二
○
一
○
ａ「

慶
長
八
年
楽
人
地
図」『

日
本
文
化
論
年
報』

一
三、

二
一～

四
二。

二
○
一
○
ｂ「

東
儀
兼
頼
撰『

龍
笛
吹
艶
之
事』

江
戸
時
代
初
期

龍
笛

系
統」『

国
際
文
化
学
研
究』

三
四、

一～

四
三。

仲
村

由
樹

二
○
○
○「
伝
後
陽
成
天
皇
宸
筆『

越
殿
楽
唱
歌
譜』

考」『

朱』（

京
都、

伏
見
大
社
発
行）

四
三、

二
○
○～

二
三
○、（

原
文

平
成
一
○
年
度

沖
縄
県
立
藝
術
大
学

提
出

同
名

卒
業
論
文）

。

平
出

久
雄

一
九
五
七

一
九
八
九「
日
本
雅
楽
相
承
系
譜」『

音
楽
事
典』

付
録（『

日
本
音
楽
大
事
典』

一
九
八
九

再
録）

平
凡
社。

南
谷

美
保

一
九
九
○「

安
土
桃
山
時
代

雅
楽
楽
人
～

三
方
楽
所

成
立

一
考
察」『

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
短
期
大
学
部
紀
要』

三
○、

一～

一
七
五。

一
九
九
三「

江
戸
時
代
末
期

雅
楽
演
奏

実
態

」

科
学
研
究
費
報
告
書『

江
戸
時
代
雅
楽

演
奏
様
式

研
究』（

研
究
代
表
者
・
馬
淵

卯
三
郎）

第
二
部。

一
九
九
四「

江
戸
時
代

雅
楽

伝
播～

三
方
楽
所
楽
人

雅
楽
愛
好
家

交
流

例

」『

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
短
期
大
学
部

紀
要』

三
四、

一
四
六～

一
七
五。

一
九
九
六「

江
戸
時
代

三
方
楽
所
楽
人

三
方
及
第～

「

楽
所
日
記」

基

一
考
察」『

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要』

文
学
部
・
短
期
大

学
部
二
九
号
・
三
七
号、

二
一
八～

二
三
九。

『

楽
所
日
記』

東
儀
文
均、

一
八
四
四～

一
八
七
二
年、

国
会
図
書
館
蔵（

請
求
番
号

古

～
）

。

と

の

の

は

に

し
た

の

に

の

に
つ
い
て

の

を
め
ぐ
る

の

の

を
さ
ぐ
る

の

の

に
お
け
る

の

と

と
の

を

と
し
て

の

と

に

づ
く

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

／
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書
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九
三

『

楽
家
録』

安
倍
季
尚
著、

一
六
九
○（『

日
本
古
典
全
集』

正
宗
敦
夫
編、

日
本
古
典
全
集
刊
行
会、

一
九
三
五）（

復
刻
版、

東
京、

現
代
思
潮
社、

一
九
七
七）

。

『

楽
所
録』

辻
家、

一
七
八
八～

一
八
六
三
年、

国
会
図
書
館
蔵（

請
求
番
号

）

。

『

狛
氏
新
録』「

禁
裏
三
方
楽
人
之
事」

写
本、

国
会
図
書
館
蔵（

二
冊）（

請
求
番
号

古

）

、

活
字
本『

古
事
類

苑』

楽
舞
部
十「
楽
人」（

神
宮
司
庁
編、

第
四
版、

一
九
○
九、

復
刻
版、

吉
川
弘
文
館、

一
九
八
四）

。

『

芝
家
日
記』

天
理
大
学
附
属
図
書
館
蔵（

請
求
番
号

）

。

『

地
下
家
伝』（『

日
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Family lineage and musical tradition in the Edo period s

focusing on mnemonic sounds of and

TERAUCHI Naoko

This article studies the schools and transmission of the royal court

music tradition in the Edo period by analyzing musicians genealogy

and musical scores notating mnemonic syllables of wind instruments It is

generally understood that each special practice of transverse flute

reed pipe mouth organ lute zither dances

or songs has been respectively relegated to specific families and handed

down from generation to generation in Kyoto Nara and Osaka However in

the late and early centuries some branches of Nara and Osaka families

were encouraged to be settled in Kyoto by the imperial order and to play togeth

er with Kyoto musicians at the court Furthermore adoption of members of the

Nara and Osaka into Kyoto families makes flow of tradition more complicated

How did they retain the musical identity of their family tradition in this mingled

situation?

To clarify the musical identity of schools on the two main melodic instrum

ents in ensemble flute and pipe this study analyzed

mnemonic sounds of the instruments written in the scores compiled in the Edo

period Mnemonic syllables called is a kind of verbalization of a melody

usually sung in a mentor protege lesson and therefore recognized as of the

primary importance to their family tradition

Today s practice is based on the unified score complied

in and in which syllables contain sounds

while those of do not However Edo period s scores show variety in us

age of vowel and consonant which does not match the system of

shown above Based on the analysis on selection of vowel consonant and indica

tion of extra sounds of prolongation of the preceding notes this study classified

syllable systems of and in the Edo period respectively into three

groups and tried to identify some of them with specific families tradition

In a concluding part a score edited by a Kyoto resident Osaka

musician Togi Fuminari is particularly focused on This score includes

two different systems that require further discussion in a socio historical

viewpoint on double or more identity of an individual musician considering

family background and performance occasion

notation Edo period
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gagaku: ryuteki hichiriki

gagaku

ryuteki

hichiriki sho biwa koto mai

utamono

gagaku ryuteki hichiriki

shoga

gagaku Meiji sentei-fu

hichiriki E te, re, fe

ryuteki

Meiji sentei-fu

ryuteki hichiriki

hichiriki

shoga

Keywords; gagaku, shoka, ryuteki, hichiriki,
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